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医療DXを積極的に推進する大学病院では、
セキュアなクラウドサービス環境を活用して
患者・職員双方に貢献する業務変革を推進する
大阪大学医学部附属病院は、2025年５月、病院北側に新棟である「統合診療棟」をオープンさせている。
新棟には、外来診療施設、手術部などの中央診療施設やアイセンター等を設置し、高度な医療提供体制を整備。
同棟オープンに合わせて外来の動線を再構築し、患者の病院滞在時間を減らすと同時に省人化の工夫を凝らしている。
その外来診療の効率化を推進し、外来患者の４割近くが使用しているのが、運用中の「患者支援アプリ」である。
その運用を可能にしているのが、セキュアなクラウド環境だが、その現況を医療情報部の武田教授／部長らに聞いた。

2025 年 5 月にオープンした大阪大学医学部附属病院 統合診療棟。新棟には、外来診療施設、手術室などの中
央診療施設のほか、病院の高度医療を支える部門を設置。また、臨床医学研究・開発のための未来医療センター
やバイオリソースセンター他、将来の医療に必要な部門を備えるなど、最先端の診療体制を整備している。

考
え
な
が
ら
構
築
し
て
い
き
ま
し
た
。
登
録
者

数
は
今
年
３
月
現
在
で
２
万
６
０
０
０
名
と
な

り
、
後
払
い
利
用
率
は
約
20
％
に
達
し
て
い
ま

す
。
次
期
病
院
情
報
シ
ス
テ
ム
更
新
に
お
い
て

は
、
自
動
支
払
機
を
２
～
３
台
削
減
で
き
る
可

能
性
が
あ
り
、 

１
台
あ
た
り
約
１
０
０
０
万
円

の
設
備
投
資
削
減
効
果
も
見
込
ん
で
い
ま
す
。

―
―
「w

ellcne

」
は
セ
キ
ュ
ア
な
ク
ラ
ウ
ド
環

境
下
で
運
用
さ
れ
て
い
る
と
伺
っ
て
い
ま
す
。

「w
ellcne

」運
用
に
際
し
て
は
、Ｎ
Ｅ
Ｃ
の
ヘ
ル
ス

ケ
ア
ク
ラ
ウ
ド
基
盤「M

egaOak Cloud Gatew
ay

」

を
導
入
し
、
安
全
な
ク
ラ
ウ
ド
環
境
で
ア
プ
リ

を
稼
働
さ
せ
て
い
ま
す
。
近
年
、
健
康
管
理
ア

プ
リ
な
ど
の
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
活
用
が
進
む

一
方
で
、
電
子
カ
ル
テ
と
の
連
携
や
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
確
保
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
当
院

で
は
、
こ
の
サ
ー
ビ
ス
に
よ
り
、
安
全
性
を
担

保
し
な
が
ら
デ
ー
タ
連
携
を
進
め
る
基
盤
を
整

備
し
て
い
ま
す
。

―
―
今
後
、
ど
の
よ
う
な
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
を
お
考
え
で
す
か
。

　
同
じ
プ
ラ
ス
メ
デ
ィ
社
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
向
上
支
援

導
入
す
る
こ
と
に
し
た
の
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
、

診
療
の
順
番
が
近
づ
く
と
個
別
に
通
知
が
届
く

た
め
、
患
者
は
院
内
で
自
由
に
過
ご
す
こ
と
が

で
き
、
待
ち
時
間
に
対
す
る
ス
ト
レ
ス
を
大
幅

に
軽
減
で
き
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
患
者
の
滞
在
時
間
の
中
で
大
き
な

割
合
を
占
め
る
会
計
待
ち
の
改
善
に
も
取
り
組

み
ま
し
た
。
当
院
で
は
、「
患
者
支
援
ア
プ
リ
」

と
「
後
払
い
サ
ー
ビ
ス
」
は
、従
来
別
個
の
サ
ー

ビ
ス
と
し
て
採
用
し
て
い
ま
し
た
が
、
後
払
い

機
能
を
患
者
支
援
ア
プ
リ
「w

ellcne

」
に
一
本

化
す
る
こ
と
で
、
ア
プ
リ
の
利
用
率
向
上
を
図

り
ま
し
た
。
な
お
、
従
来
は
後
払
い
を
利
用
す

る
場
合
で
も
会
計
窓
口
に
立
ち
寄
る
必
要
が
あ

り
ま
し
た
が
、
ア
プ
リ
内
に
「
後
払
い
ボ
タ
ン
」

を
組
み
込
む
こ
と
に
よ
り
、
診
察
室
を
出
て
す

ぐ
に
帰
宅
で
き
る
環
境
が
実
現
し
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、
患
者
の
利
便
性
向
上
に
加
え
、
医
事

会
計
業
務
の
負
担
軽
減
に
つ
な
げ
る
こ
と
に
も

成
功
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
持
た
な
い
患
者

に
と
っ
て
も
、
再
来
受
付
機
で
の
行
列
の
減
少

等
、待
ち
時
間
短
縮
の
効
果
が
波
及
し
て
い
ま
す
。

―
―
患
者
支
援
ア
プ
リ
「w

ellcne

」
を
用
い
た

外
来
で
の
患
者
の
流
れ
に
つ
い
て
、
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。

　
患
者
さ
ん
は
、
ま
ず
朝
、
自
宅
で
「w

ellcne

」

で
遠
隔
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
を
行
い
、
仮
受
付
を
済

ま
せ
ま
す
。
当
院
に
来
院
し
た
際
に
は
、
ア
プ

リ
で
本
受
付
処
理
を
行
う
こ
と
で
、
外
来
受
付

は
完
了
で
す
。
後
は
、
診
察
待
ち
時
間
に
マ
イ

ナ
保
険
証
読
取
機
で
保
険
証
の
確
認
を
行
い
、

呼
び
出
し
を
待
つ
だ
け
で
す
。
ア
プ
リ
で
呼
び

出
さ
れ
た
ら
、
診
察
を
受
け
、
後
払
い
の
ボ
タ

ン
を
押
せ
ば
帰
宅
で
き
ま
す
。
薬
が
処
方
さ
れ

た
際
は
、
処
方
箋
情
報
を
薬
局
に
送
信
し
、
薬

局
で
受
け
取
り
ま
す
。
病
院
で
は
、
医
師
以
外

と
接
す
る
こ
と
な
く
、
診
察
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
す
。

「w
ellcne

」
を
利
用
し
て
い
な
い
患
者
さ
ん
は
、

遠
隔
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
や
呼
び
出
し
通
知
、
後
払

い
等
の
サ
ー
ビ
ス
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
が
、
受

付
機
や
自
動
支
払
機
を
使
え
ば
医
師
以
外
と
接

し
な
い
点
は
同
じ
で
す
。

―
―
「w

ellcne

」
に
よ
る
運
用
の
ア
イ
デ
ア
は

ど
こ
か
ら
思
い
つ
か
れ
た
の
で
す
か
。

　
こ
の
仕
組
み
の
発
想
は
、
空
港
の
搭
乗
手
続

き
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
着
想
を
得
て
い
ま
す
。
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
手
続
き
を
完
結
さ
せ
る
こ
と

で
、
利
用
者
の
利
便
性
向
上
と
業
務
効
率
化
を

同
時
に
実
現
す
る
考
え
方
を
医
療
に
応
用
し
た

の
で
す
。
病
院
を
訪
れ
る
患
者
さ
ん
が
、
医
師

や
検
査
の
担
当
者
ら
以
外
と
会
話
せ
ず
に
病
院

か
ら
帰
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な

い
か
と
い
う
問
い
に
つ
い
て
、
ベ
ン
ダ
と
共
に 大阪府 大阪大学医学部附属病院
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1997 年大阪大学医学部医学科卒、医学博士（大阪大学）。
日本循環器学会認定循環器専門医、日本内科学総合内科
専門医、社会医学系指導医・専門医。病院での臨床経験を
経て、2008年より大阪大学医学部附属病院医療情報部に
所属し、2022年より現職。

大
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長

武
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理
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く

武田 理宏（たけだ・としひろ）氏
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れ
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で
す
か
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こ
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仕
組
み
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発
想
は
、
空
港
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乗
手
続

き
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
着
想
を
得
て
い
ま
す
。
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
手
続
き
を
完
結
さ
せ
る
こ
と

で
、
利
用
者
の
利
便
性
向
上
と
業
務
効
率
化
を

同
時
に
実
現
す
る
考
え
方
を
医
療
に
応
用
し
た

の
で
す
。
病
院
を
訪
れ
る
患
者
さ
ん
が
、
医
師

や
検
査
の
担
当
者
ら
以
外
と
会
話
せ
ず
に
病
院

か
ら
帰
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な

い
か
と
い
う
問
い
に
つ
い
て
、
ベ
ン
ダ
と
共
に

―
―
統
合
診
療
棟
オ
ー
プ
ン
時
で
の
病
院
情
報

シ
ス
テ
ム
の
お
考
え
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　
当
院
で
は
、
病
院
情
報
シ
ス
テ
ム
の
役
割
と

し
て
、
医
療
の
可
視
化
、
情
報
の
蓄
積
と
活
用
、

さ
ら
に
評
価
の
結
果
を
現
場
へ
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ

ク
し
、
業
務
改
善
や
医
療
の
質
向
上
に
つ
な
げ

る
こ
と
を
重
視
し
て
い
ま
す
。
統
合
診
療
棟
の

開
設
に
あ
た
っ
て
は
、
外
来
運
用
を
一
か
ら
見

直
し
、
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
組
織
し
て
医

療
Ｄ
Ｘ
を
取
り
入
れ
た
新
た
な
仕
組
み
を
構
築

し
ま
し
た
。
特
に
重
視
し
た
の
が
患
者
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
で
あ
り
、
そ
の
中
で
も
大
き
な
課
題

で
あ
っ
た
待
ち
時
間
へ
の
対
応
に
つ
い
て
検
討

を
進
め
ま
し
た
。

―
―
待
ち
時
間
へ
の
不
満
解
消
に
具
体
的
に
何

が
必
要
と
考
え
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　
待
ち
時
間
は
単
純
に
患
者
数
を
絞
り
込
め
ば

短
縮
で
き
ま
す
が
、そ
れ
で
は
地
域
医
療
の
ニ
ー

ズ
に
応
え
ら
れ
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
待
ち
時
間

そ
の
も
の
の
短
縮
で
は
な
く
、“
待
ち
方
”
を
改

善
す
る
こ
と
に
着
目
し
た
の
で
す
。
従
来
の
呼

び
出
し
方
法
で
は
、
患
者
は
い
つ
呼
び
出
さ
れ

る
の
か
が
分
か
ら
ず
、
案
内
板
等
が
あ
っ
て
も

そ
れ
を
見
続
け
る
必
要
が
あ
り
、
精
神
的
な
負

担
が
大
き
い
も
の
で
し
た
。
ま
た
、
専
用
の
呼

び
出
し
端
末
を
配
布
す
る
方
法
も
あ
り
ま
す
が
、

コ
ス
ト
や
管
理
面
で
現
実
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
そ
こ
で
、
多
く
の
患
者
が
所
有
す
る
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
を
活
用
し
、
プ
ラ
ス
メ
デ
ィ
社
の
患

者
支
援
ア
プ
リ
「w

ellcne

（
ウ
ェ
ル
コ
ネ
）」
を

※「wellcne」の機能開発及び貸し出しスマートフォンの導入は、厚生労働省「中小企業イノベーション創出推進事業　AI（人工知能）
ホスピタル実装化のための医療現場のニーズに則した医療技術の開発・実証」の支援を受けたプラスメディ社との共同研究のもとで行っている。
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1997 年大阪大学医学部医学科卒、医学博士（大阪大学）。
日本循環器学会認定循環器専門医、日本内科学総合内科
専門医、社会医学系指導医・専門医。病院での臨床経験を
経て、2008年より大阪大学医学部附属病院医療情報部に
所属し、2022年より現職。

大
阪
大
学
医
学
部
附
属
病
院

医
療
情
報
部 

教
授
／
部
長

武
田 

理
宏
氏
に
聞
く

武田 理宏（たけだ・としひろ）氏

考
え
な
が
ら
構
築
し
て
い
き
ま
し
た
。
登
録
者

数
は
今
年
３
月
現
在
で
２
万
６
０
０
０
名
と
な

り
、
後
払
い
利
用
率
は
約
20
％
に
達
し
て
い
ま

す
。
次
期
病
院
情
報
シ
ス
テ
ム
更
新
に
お
い
て

は
、
自
動
支
払
機
を
２
～
３
台
削
減
で
き
る
可

能
性
が
あ
り
、 

１
台
あ
た
り
約
１
０
０
０
万
円

の
設
備
投
資
削
減
効
果
も
見
込
ん
で
い
ま
す
。

―
―
「w

ellcne

」
は
セ
キ
ュ
ア
な
ク
ラ
ウ
ド
環

境
下
で
運
用
さ
れ
て
い
る
と
伺
っ
て
い
ま
す
。

「w
ellcne

」運
用
に
際
し
て
は
、Ｎ
Ｅ
Ｃ
の
ヘ
ル
ス

ケ
ア
ク
ラ
ウ
ド
基
盤「M

egaOak Cloud Gatew
ay

」

を
導
入
し
、
安
全
な
ク
ラ
ウ
ド
環
境
で
ア
プ
リ

を
稼
働
さ
せ
て
い
ま
す
。
近
年
、
健
康
管
理
ア

プ
リ
な
ど
の
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
活
用
が
進
む

一
方
で
、
電
子
カ
ル
テ
と
の
連
携
や
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
確
保
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
当
院

で
は
、
こ
の
サ
ー
ビ
ス
に
よ
り
、
安
全
性
を
担

保
し
な
が
ら
デ
ー
タ
連
携
を
進
め
る
基
盤
を
整

備
し
て
い
ま
す
。

―
―
今
後
、
ど
の
よ
う
な
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
を
お
考
え
で
す
か
。

　
同
じ
プ
ラ
ス
メ
デ
ィ
社
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
向
上
支
援

導
入
す
る
こ
と
に
し
た
の
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
、

診
療
の
順
番
が
近
づ
く
と
個
別
に
通
知
が
届
く

た
め
、
患
者
は
院
内
で
自
由
に
過
ご
す
こ
と
が

で
き
、
待
ち
時
間
に
対
す
る
ス
ト
レ
ス
を
大
幅

に
軽
減
で
き
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
患
者
の
滞
在
時
間
の
中
で
大
き
な

割
合
を
占
め
る
会
計
待
ち
の
改
善
に
も
取
り
組

み
ま
し
た
。
当
院
で
は
、「
患
者
支
援
ア
プ
リ
」

と
「
後
払
い
サ
ー
ビ
ス
」
は
、従
来
別
個
の
サ
ー

ビ
ス
と
し
て
採
用
し
て
い
ま
し
た
が
、
後
払
い

機
能
を
患
者
支
援
ア
プ
リ
「w

ellcne

」
に
一
本

化
す
る
こ
と
で
、
ア
プ
リ
の
利
用
率
向
上
を
図

り
ま
し
た
。
な
お
、
従
来
は
後
払
い
を
利
用
す

る
場
合
で
も
会
計
窓
口
に
立
ち
寄
る
必
要
が
あ

り
ま
し
た
が
、
ア
プ
リ
内
に
「
後
払
い
ボ
タ
ン
」

を
組
み
込
む
こ
と
に
よ
り
、
診
察
室
を
出
て
す

ぐ
に
帰
宅
で
き
る
環
境
が
実
現
し
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、
患
者
の
利
便
性
向
上
に
加
え
、
医
事

会
計
業
務
の
負
担
軽
減
に
つ
な
げ
る
こ
と
に
も

成
功
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
持
た
な
い
患
者

に
と
っ
て
も
、
再
来
受
付
機
で
の
行
列
の
減
少

等
、待
ち
時
間
短
縮
の
効
果
が
波
及
し
て
い
ま
す
。

―
―
患
者
支
援
ア
プ
リ
「w

ellcne

」
を
用
い
た

外
来
で
の
患
者
の
流
れ
に
つ
い
て
、
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。

　
患
者
さ
ん
は
、
ま
ず
朝
、
自
宅
で
「w

ellcne

」

で
遠
隔
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
を
行
い
、
仮
受
付
を
済

ま
せ
ま
す
。
当
院
に
来
院
し
た
際
に
は
、
ア
プ

リ
で
本
受
付
処
理
を
行
う
こ
と
で
、
外
来
受
付

は
完
了
で
す
。
後
は
、
診
察
待
ち
時
間
に
マ
イ

ナ
保
険
証
読
取
機
で
保
険
証
の
確
認
を
行
い
、

呼
び
出
し
を
待
つ
だ
け
で
す
。
ア
プ
リ
で
呼
び

出
さ
れ
た
ら
、
診
察
を
受
け
、
後
払
い
の
ボ
タ

ン
を
押
せ
ば
帰
宅
で
き
ま
す
。
薬
が
処
方
さ
れ

た
際
は
、
処
方
箋
情
報
を
薬
局
に
送
信
し
、
薬

局
で
受
け
取
り
ま
す
。
病
院
で
は
、
医
師
以
外

と
接
す
る
こ
と
な
く
、
診
察
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
す
。

「w
ellcne

」
を
利
用
し
て
い
な
い
患
者
さ
ん
は
、

遠
隔
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
や
呼
び
出
し
通
知
、
後
払

い
等
の
サ
ー
ビ
ス
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
が
、
受

付
機
や
自
動
支
払
機
を
使
え
ば
医
師
以
外
と
接

し
な
い
点
は
同
じ
で
す
。

―
―
「w

ellcne

」
に
よ
る
運
用
の
ア
イ
デ
ア
は

ど
こ
か
ら
思
い
つ
か
れ
た
の
で
す
か
。

　
こ
の
仕
組
み
の
発
想
は
、
空
港
の
搭
乗
手
続

き
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
着
想
を
得
て
い
ま
す
。
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
手
続
き
を
完
結
さ
せ
る
こ
と

で
、
利
用
者
の
利
便
性
向
上
と
業
務
効
率
化
を

同
時
に
実
現
す
る
考
え
方
を
医
療
に
応
用
し
た

の
で
す
。
病
院
を
訪
れ
る
患
者
さ
ん
が
、
医
師

や
検
査
の
担
当
者
ら
以
外
と
会
話
せ
ず
に
病
院

か
ら
帰
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な

い
か
と
い
う
問
い
に
つ
い
て
、
ベ
ン
ダ
と
共
に

―
―
統
合
診
療
棟
オ
ー
プ
ン
時
で
の
病
院
情
報

シ
ス
テ
ム
の
お
考
え
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　
当
院
で
は
、
病
院
情
報
シ
ス
テ
ム
の
役
割
と

し
て
、
医
療
の
可
視
化
、
情
報
の
蓄
積
と
活
用
、

さ
ら
に
評
価
の
結
果
を
現
場
へ
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ

ク
し
、
業
務
改
善
や
医
療
の
質
向
上
に
つ
な
げ

る
こ
と
を
重
視
し
て
い
ま
す
。
統
合
診
療
棟
の

開
設
に
あ
た
っ
て
は
、
外
来
運
用
を
一
か
ら
見

直
し
、
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
組
織
し
て
医

療
Ｄ
Ｘ
を
取
り
入
れ
た
新
た
な
仕
組
み
を
構
築

し
ま
し
た
。
特
に
重
視
し
た
の
が
患
者
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
で
あ
り
、
そ
の
中
で
も
大
き
な
課
題

で
あ
っ
た
待
ち
時
間
へ
の
対
応
に
つ
い
て
検
討

を
進
め
ま
し
た
。

―
―
待
ち
時
間
へ
の
不
満
解
消
に
具
体
的
に
何

が
必
要
と
考
え
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　
待
ち
時
間
は
単
純
に
患
者
数
を
絞
り
込
め
ば

短
縮
で
き
ま
す
が
、そ
れ
で
は
地
域
医
療
の
ニ
ー

ズ
に
応
え
ら
れ
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
待
ち
時
間

そ
の
も
の
の
短
縮
で
は
な
く
、“
待
ち
方
”
を
改

善
す
る
こ
と
に
着
目
し
た
の
で
す
。
従
来
の
呼

び
出
し
方
法
で
は
、
患
者
は
い
つ
呼
び
出
さ
れ

る
の
か
が
分
か
ら
ず
、
案
内
板
等
が
あ
っ
て
も

そ
れ
を
見
続
け
る
必
要
が
あ
り
、
精
神
的
な
負

担
が
大
き
い
も
の
で
し
た
。
ま
た
、
専
用
の
呼

び
出
し
端
末
を
配
布
す
る
方
法
も
あ
り
ま
す
が
、

コ
ス
ト
や
管
理
面
で
現
実
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
そ
こ
で
、
多
く
の
患
者
が
所
有
す
る
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
を
活
用
し
、
プ
ラ
ス
メ
デ
ィ
社
の
患

者
支
援
ア
プ
リ
「w

ellcne

（
ウ
ェ
ル
コ
ネ
）」
を

※「wellcne」の機能開発及び貸し出しスマートフォンの導入は、厚生労働省「中小企業イノベーション創出推進事業　AI（人工知能）
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大
阪
大
学
医
学
部
附
属
病
院 

医
療
情
報
部
は
、

教
員
６
名
、
研
究
員
３
名
に
加
え
、
医
事
課
の
事

務
職
員
14
名
、
専
門
的
な
技
術
職
員
３
名
、
秘
書

２
名
の
計
約
28
名
体
制
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
統

合
診
療
棟
の
オ
ー
プ
ン
と
医
療
情
報
部
の
現
況
を
、

医
療
情
報
部 

准
教
授
・
副
部
長
の
岡
田
佳
築
氏

は
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

「
統
合
診
療
棟
オ
ー
プ
ン
に
伴
い
、
医
療
情
報
部

も
同
棟
へ
移
転
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
企
画
運
営

を
行
う
教
員
・
研
究
員
と
、
現
場
で
の
対
応
を
行

う
事
務
職
員
は
別
フ
ロ
ア
で
し
た
が
、
新
棟
で
は

同
一
フ
ロ
ア
に
集
約
さ
れ
、
日
常
的
な
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
り
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
結
果
、
両
者
の
連
携
が
よ
り
ス
ム
ー
ズ
に
な
っ

た
点
は
大
き
な
成
果
で
す
」

　
統
合
診
療
棟
の
開
設
、
外
来
機
能
の
見
直
し
に

伴
い
、
必
要
な
端
末
の
増
設
や
運
用
改
善
が
実
施

さ
れ
て
い
る
。
特
に
大
き
な
取
り
組
み
と
し
て
、

患
者
支
援
ア
プ
リ
「w

ellcne

」
の
本
格
運
用
を

開
始
し
た
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
岡
田
氏
は
、「
当

院
で
は
２
年
後
に
病
院
情
報
シ
ス
テ
ム
の
更
新
を

予
定
し
て
い
る
た
め
、
今
回
は
、
外
来
運
用
の
改

善
に
重
点
を
置
き
ま
し
た
」
と
説
明
す
る
。

　
同
院
で
は
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
活
用
に
際
し
、

武
田
教
授
／
部
長
が
先
に
述
べ
て
い
る
と
お
り
、

２
０
２
３
年
、
外
部
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
利
用
の

増
加
に
伴
う
接
続
管
理
の
属
人
化
や
管
理
者
異

動
に
よ
る
リ
ス
ク
を
背
景
に
、
情
報
銀
行
の
実
証

で
得
た
知
見
も
踏
ま
え
、
Ｎ
Ｅ
Ｃ
の
ヘ
ル
ス
ケ
ア

ク
ラ
ウ
ド
基
盤
「M

egaOak Cloud Gatew
ay

」

を
導
入
し
た
。
こ
れ
は
外
部
サ
ー
ビ
ス
と
の
接
続

点
を
一
元
的
に
管
理
し
、
安
全
な
ク
ラ
ウ
ド
環
境

を
確
保
す
る
た
め
の
基
盤
で
あ
り
、
同
サ
ー
ビ
ス

を
岡
田
氏
は
高
く
評
価
す
る
。

「
各
診
療
科
か
ら
外
部
サ
ー
ビ
ス
利
用
の
要
望
が

増
え
る
中
で
、
接
続
点
の
管
理
は
重
要
な
課
題
で

し
た
。
過
去
の
経
緯
か
ら
把
握
さ
れ
て
い
な
い
接

続
経
路
が
存
在
す
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
、
そ
れ
ら
を

含
め
て
統
合
的
に
管
理
で
き
る
点
で
『M

egaOak 
Cloud Gatew

ay
』
は
非
常
に
有
用
で
し
た
」

「w
ellcne

」
は
、
大
阪
大
学
医
学
部
附
属
病
院
で

従
来
か
ら
取
り
組
ん
で
き
た
Ｐ
Ｈ
Ｒ
の
取
り
組
み

か
ら
延
長
し
て
で
き
た
シ
ス
テ
ム
で
あ
り
、

「M
egaOak Cloud Gatew

ay
」
と
の
接
続
性
は

十
分
担
保
さ
れ
て
い
る
。

　
な
お
、「M

egaOak Cloud Gatew
ay

」
を
用

い
た
サ
ー
ビ
ス
で
は
、
カ
ル
テ
入
力
等
の
生
成
Ａ

Ｉ
サ
ー
ビ
ス
活
用
が
あ
る
と
話
す
。

「
昨
今
、
生
成
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
文
書
作
成
支
援

が
普
及
し
始
め
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
ら
は
オ
ン
プ

レ
ミ
ス
型
が
多
く
、
そ
れ
ら
に
比
べ
、
ク
ラ
ウ
ド

で
生
成
Ａ
Ｉ
を
活
用
で
き
る
点
は
バ
ー
ジ
ョ
ン

ア
ッ
プ
へ
の
対
応
等
、
メ
リ
ッ
ト
も
大
き
い
で
す
」

　
患
者
支
援
ア
プ
リ
「w

ellcne

」は
、
２
０
２
４

年
３
月
に
導
入
さ
れ
、
統
合
診
療
棟
の
オ
ー
プ
ン

時
に
は
、「
診
察
待
順
案
内
機
能
」「
会
計
オ
ン
ラ

イ
ン
後
払
い
決
済
機
能
」「
医
療
デ
ー
タ
閲
覧
・

共
有
機
能
」
と
い
っ
た
主
要
機
能
を
強
化
し
て
本

格
運
用
が
開
始
さ
れ
た
。
現
在
の
登
録
者
数
は
約

２
万
６
０
０
０
人
に
達
し
、
外
来
患
者
に
お
け
る

利
用
率
は
今
年
３
月
の
調
査
で
約
37
％
と
高
い
水

準
に
あ
る
。
利
用
者
は
30
〜
70
代
の
女
性
患
者
を

中
心
に
、
男
性
や
高
齢
者
層
に
も
広
が
っ
て
お
り
、

幅
広
い
年
代
で
の
活
用
が
進
ん
で
い
る
。

　
普
及
の
背
景
に
つ
い
て
岡
田
氏
は
、「
来
院
か

ら
受
付
、
診
察
、
会
計
、
調
剤
薬
局
で
の
薬
の
受

け
取
り
ま
で
、
一
連
の
流
れ
を
１
つ
の
ア
プ
リ
で

支
援
で
き
る
点
が
大
き
い
」
と
分
析
す
る
。

　
診
察
の
呼
び
出
し
通
知
に
加
え
、
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
登
録
に
よ
る
後
払
い
決
済
、
処
方
箋
情
報

の
送
信
、
診
療
情
報
の
閲
覧
な
ど
、
多
機
能
性
が

患
者
の
利
便
性
を
高
め
て
い
る
。
ま
た
、「
会
計

を
待
た
ず
に
帰
宅
で
き
る
」
と
い
っ
た
分
か
り
や

す
い
メ
リ
ッ
ト
が
、
患
者
の
利
用
促
進
に
つ
な

が
っ
て
い
る
と
い
う
。
統
合
診
療
棟
の
設
計
自
体

が
待
ち
時
間
短
縮
を
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
て
お
り
、

病
院
と
し
て
積
極
的
に
周
知
・
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

を
行
っ
た
こ
と
も
普
及
率
向
上
に
寄
与
し
て
い
る
。

　
加
え
て
、「w

ellcne

」
に
搭
載
さ
れ
た
メ
ッ
セ
ー

ジ
機
能
は
、患
者
と
の
新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
手
段
と
し
て
有
効
に
機
能
し
て
い
る
。
採
血
結

果
の
反
映
遅
延
時
に
順
番
変
更
を
事
前
通
知
し
た

り
、「
予
定
よ
り
早
く
呼
べ
そ
う
な
の
で
近
く
で

待
っ
て
ほ
し
い
」
と
い
っ
た
運
用
に
即
し
た
メ
ッ

セ
ー
ジ
送
信
を
行
う
こ
と
で
、
診
察
の
効
率
化
と

患
者
の
安
心
感
向
上
の
両
立
が
図
ら
れ
て
い
る
。

「
実
際
に
私
の
外
来
で
は
、
患
者
の
約
半
数
が
ア

プ
リ
を
利
用
し
て
お
り
、
診
療
の
質
向
上
に
も
寄

与
し
て
い
ま
す
」
と
、
そ
の
効
果
に
満
足
す
る
。

　
岡
田
氏
は
、
今
後
の
活
用
に
つ
い
て
構
想
の
一

端
を
明
か
す
。

「
一
般
企
業
な
ど
で
は
、
職
員
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
と
し
て
、
ク
ラ
ウ
ド
型
の
シ
ス
テ

ム
を
実
装
し
て
い
る
例
が
多
い
で
し
ょ
う
が
、
病

院
内
に
そ
の
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
よ
う
と

す
る
と
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
観
点
か
ら
ど
う
し
て

も
院
内
に
サ
ー
バ
を
置
い
て
対
応
し
が
ち
で
す
。

し
か
し
、『M

egaOak Cloud Gatew
ay

』
を
用

い
れ
ば
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
問
題
は
ク
リ
ア
で
き

る
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
研
究
な
ど
の
た
め
に
Ｕ
Ｓ

Ｂ
を
使
っ
て
診
療
情
報
を
外
部
に
持
ち
出
す
こ
と

は
未
だ
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
も
昨
今
の

事
情
を
鑑
み
る
に
危
険
で
す
。
こ
の
点
に
つ
い
て

も
『M

egaOak Cloud Gatew
ay

』
を
使
え
ば
、

利
便
性
を
維
持
し
つ
つ
デ
ー
タ
の
や
り
取
り
が
容

易
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
」

　
ま
た
、
２
０
２
８
年
に
更
新
予
定
の
次
期
病
院

情
報
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
岡
田
氏
は
語
る
。

「
国
の
政
策
を
見
極
め
つ
つ
、病
院
の
方
針
と
整
合

性
を
取
り
な
が
ら
構
築
を
進
め
て
い
き
た
い
で
す
」

ア
プ
リ
「FA

RO
m

e

（
フ
ァ
ロ
ミ
ー
）」
の
開
発

や
、
電
子
カ
ル
テ
情
報
を
患
者
と
共
有
す
る
Ｐ

Ｈ
Ｒ
サ
ー
ビ
ス
「
医
療
版
情
報
銀
行
」
に
も
取

り
組
ん
で
お
り
、「w

ellcne

」
と
の
連
携
に
よ

る
活
用
拡
大
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

メ
ッ
セ
ー
ジ
機
能
を
活
用
し
た
個
別
連
絡
や
ア

ン
ケ
ー
ト
配
信
に
も
成
果
が
見
ら
れ
て
お
り
、

従
来
よ
り
高
い
回
答
率
を
実
現
し
ま
し
た
。

　
人
間
科
学
部
と
医
療
情
報
部
が
合
同
で
行
っ

た
登
録
者
約
２
万
３
０
０
０
人
（
２
０
２
５
年

12
月
）
を
対
象
に
70
問
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
配
信

し
た
と
こ
ろ
、 

約
１
０
０
０
人
（
約
５
％
）
か

ら
１
週
間
で
回
答
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
の
で

す
。
従
来
は
多
大
な
人
手
と
コ
ス
ト
を
要
し
て

い
た
調
査
を
、
低
コ
ス
ト
か
つ
短
期
間
で
実
施

で
き
た
点
は
、
今
後
の
臨
床
研
究
へ
の
応
用
も

期
待
で
き
ま
す
。

―
―
「w

ellcne

」
の
今
後
の
活
用
に
つ
い
て
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　
新
機
能
と
し
て
、
予
約
変
更
リ
ク
エ
ス
ト
機

能
を
搭
載
し
ま
し
た
。
予
約
変
更
を
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
へ
の
入
力
だ
け
で
済
ま
せ
ら
れ
る
点
は
、

患
者
さ
ん
に
と
っ
て
も
気
楽
で
す
し
、
病
院
ス

タ
ッ
フ
も
煩
わ
し
い
作
業
か
ら
解
放
さ
れ
る
の

で
、
両
者
に
と
っ
て
歓
迎
さ
れ
る
機
能
に
な
る

で
し
ょ
う
。
ま
た
、
先
述
し
た
病
院
側
の
利
用

法
と
し
て
は
、
Ｎ
Ｅ
Ｃ
と
共
同
で
開
発
を
進
め

て
い
る
「
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
・
コ
ン
セ
ン
ト
」
に

よ
り
、
医
療
デ
ー
タ
利
用
に
関
す
る
同
意
管
理

の
効
率
化
に
も
取
り
組
む
予
定
で
す
。

　
患
者
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
基
盤
に
信
頼
関
係

を
構
築
し
、
臨
床
研
究
や
医
療
の
質
向
上
に
患

者
が
主
体
的
に
関
わ
る
環
境
づ
く
り
を
今
後
も

「w
ellcne

」
を
通
じ
て
推
進
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
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学部附属病院 医療情報部勤務。
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岡田 佳築（おかだ・かつき）氏

大
阪
大
学
医
学
部
附
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病
院

医
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報
部 
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教
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／
副
部
長
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佳
築
氏
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大
阪
大
学
医
学
部
附
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病
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医
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部
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ド
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見
越
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構
築
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者
支
援
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で
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診
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ウ
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の
安
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援
ア
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リ
の
セ
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ュ
リ
テ
ィ
を
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保

ク
ラ
ウ
ド
セ
キ
ュ
ア
接
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ビ
ス

外
来
患
者
の
約
37
％
が
同
ア
プ
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を
使
用

複
数
の
メ
リ
ッ
ト
が
普
及
率
向
上
の
決
め
手
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者
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大
阪
大
学
医
学
部
附
属
病
院 

医
療
情
報
部
は
、

教
員
６
名
、
研
究
員
３
名
に
加
え
、
医
事
課
の
事

務
職
員
14
名
、
専
門
的
な
技
術
職
員
３
名
、
秘
書

２
名
の
計
約
28
名
体
制
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
統

合
診
療
棟
の
オ
ー
プ
ン
と
医
療
情
報
部
の
現
況
を
、

医
療
情
報
部 

准
教
授
・
副
部
長
の
岡
田
佳
築
氏

は
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

「
統
合
診
療
棟
オ
ー
プ
ン
に
伴
い
、
医
療
情
報
部

も
同
棟
へ
移
転
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
企
画
運
営

を
行
う
教
員
・
研
究
員
と
、
現
場
で
の
対
応
を
行

う
事
務
職
員
は
別
フ
ロ
ア
で
し
た
が
、
新
棟
で
は

同
一
フ
ロ
ア
に
集
約
さ
れ
、
日
常
的
な
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
り
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
結
果
、
両
者
の
連
携
が
よ
り
ス
ム
ー
ズ
に
な
っ

た
点
は
大
き
な
成
果
で
す
」

　
統
合
診
療
棟
の
開
設
、
外
来
機
能
の
見
直
し
に

伴
い
、
必
要
な
端
末
の
増
設
や
運
用
改
善
が
実
施

さ
れ
て
い
る
。
特
に
大
き
な
取
り
組
み
と
し
て
、

患
者
支
援
ア
プ
リ
「w

ellcne

」
の
本
格
運
用
を

開
始
し
た
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
岡
田
氏
は
、「
当

院
で
は
２
年
後
に
病
院
情
報
シ
ス
テ
ム
の
更
新
を

予
定
し
て
い
る
た
め
、
今
回
は
、
外
来
運
用
の
改

善
に
重
点
を
置
き
ま
し
た
」
と
説
明
す
る
。

　
同
院
で
は
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
活
用
に
際
し
、

武
田
教
授
／
部
長
が
先
に
述
べ
て
い
る
と
お
り
、

２
０
２
３
年
、
外
部
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
利
用
の

増
加
に
伴
う
接
続
管
理
の
属
人
化
や
管
理
者
異

動
に
よ
る
リ
ス
ク
を
背
景
に
、
情
報
銀
行
の
実
証

で
得
た
知
見
も
踏
ま
え
、
Ｎ
Ｅ
Ｃ
の
ヘ
ル
ス
ケ
ア

ク
ラ
ウ
ド
基
盤
「M

egaOak Cloud Gatew
ay

」

を
導
入
し
た
。
こ
れ
は
外
部
サ
ー
ビ
ス
と
の
接
続

点
を
一
元
的
に
管
理
し
、
安
全
な
ク
ラ
ウ
ド
環
境

を
確
保
す
る
た
め
の
基
盤
で
あ
り
、
同
サ
ー
ビ
ス

を
岡
田
氏
は
高
く
評
価
す
る
。

「
各
診
療
科
か
ら
外
部
サ
ー
ビ
ス
利
用
の
要
望
が

増
え
る
中
で
、
接
続
点
の
管
理
は
重
要
な
課
題
で

し
た
。
過
去
の
経
緯
か
ら
把
握
さ
れ
て
い
な
い
接

続
経
路
が
存
在
す
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
、
そ
れ
ら
を

含
め
て
統
合
的
に
管
理
で
き
る
点
で
『M

egaOak 
Cloud Gatew

ay
』
は
非
常
に
有
用
で
し
た
」

「w
ellcne

」
は
、
大
阪
大
学
医
学
部
附
属
病
院
で

従
来
か
ら
取
り
組
ん
で
き
た
Ｐ
Ｈ
Ｒ
の
取
り
組
み

か
ら
延
長
し
て
で
き
た
シ
ス
テ
ム
で
あ
り
、

「M
egaOak Cloud Gatew

ay
」
と
の
接
続
性
は

十
分
担
保
さ
れ
て
い
る
。

　
な
お
、「M

egaOak Cloud Gatew
ay

」
を
用

い
た
サ
ー
ビ
ス
で
は
、
カ
ル
テ
入
力
等
の
生
成
Ａ

Ｉ
サ
ー
ビ
ス
活
用
が
あ
る
と
話
す
。

「
昨
今
、
生
成
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
文
書
作
成
支
援

が
普
及
し
始
め
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
ら
は
オ
ン
プ

レ
ミ
ス
型
が
多
く
、
そ
れ
ら
に
比
べ
、
ク
ラ
ウ
ド

で
生
成
Ａ
Ｉ
を
活
用
で
き
る
点
は
バ
ー
ジ
ョ
ン

ア
ッ
プ
へ
の
対
応
等
、
メ
リ
ッ
ト
も
大
き
い
で
す
」

　
患
者
支
援
ア
プ
リ
「w

ellcne

」は
、
２
０
２
４

年
３
月
に
導
入
さ
れ
、
統
合
診
療
棟
の
オ
ー
プ
ン

時
に
は
、「
診
察
待
順
案
内
機
能
」「
会
計
オ
ン
ラ

イ
ン
後
払
い
決
済
機
能
」「
医
療
デ
ー
タ
閲
覧
・

共
有
機
能
」
と
い
っ
た
主
要
機
能
を
強
化
し
て
本

格
運
用
が
開
始
さ
れ
た
。
現
在
の
登
録
者
数
は
約

２
万
６
０
０
０
人
に
達
し
、
外
来
患
者
に
お
け
る

利
用
率
は
今
年
３
月
の
調
査
で
約
37
％
と
高
い
水

準
に
あ
る
。
利
用
者
は
30
〜
70
代
の
女
性
患
者
を

中
心
に
、
男
性
や
高
齢
者
層
に
も
広
が
っ
て
お
り
、

幅
広
い
年
代
で
の
活
用
が
進
ん
で
い
る
。

　
普
及
の
背
景
に
つ
い
て
岡
田
氏
は
、「
来
院
か

ら
受
付
、
診
察
、
会
計
、
調
剤
薬
局
で
の
薬
の
受

け
取
り
ま
で
、
一
連
の
流
れ
を
１
つ
の
ア
プ
リ
で

支
援
で
き
る
点
が
大
き
い
」
と
分
析
す
る
。

　
診
察
の
呼
び
出
し
通
知
に
加
え
、
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
登
録
に
よ
る
後
払
い
決
済
、
処
方
箋
情
報

の
送
信
、
診
療
情
報
の
閲
覧
な
ど
、
多
機
能
性
が

患
者
の
利
便
性
を
高
め
て
い
る
。
ま
た
、「
会
計

を
待
た
ず
に
帰
宅
で
き
る
」
と
い
っ
た
分
か
り
や

す
い
メ
リ
ッ
ト
が
、
患
者
の
利
用
促
進
に
つ
な

が
っ
て
い
る
と
い
う
。
統
合
診
療
棟
の
設
計
自
体

が
待
ち
時
間
短
縮
を
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
て
お
り
、

病
院
と
し
て
積
極
的
に
周
知
・
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

を
行
っ
た
こ
と
も
普
及
率
向
上
に
寄
与
し
て
い
る
。

　
加
え
て
、「w

ellcne

」
に
搭
載
さ
れ
た
メ
ッ
セ
ー

ジ
機
能
は
、患
者
と
の
新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
手
段
と
し
て
有
効
に
機
能
し
て
い
る
。
採
血
結

果
の
反
映
遅
延
時
に
順
番
変
更
を
事
前
通
知
し
た

り
、「
予
定
よ
り
早
く
呼
べ
そ
う
な
の
で
近
く
で

待
っ
て
ほ
し
い
」
と
い
っ
た
運
用
に
即
し
た
メ
ッ

セ
ー
ジ
送
信
を
行
う
こ
と
で
、
診
察
の
効
率
化
と

患
者
の
安
心
感
向
上
の
両
立
が
図
ら
れ
て
い
る
。

「
実
際
に
私
の
外
来
で
は
、
患
者
の
約
半
数
が
ア

プ
リ
を
利
用
し
て
お
り
、
診
療
の
質
向
上
に
も
寄

与
し
て
い
ま
す
」
と
、
そ
の
効
果
に
満
足
す
る
。

　
岡
田
氏
は
、
今
後
の
活
用
に
つ
い
て
構
想
の
一

端
を
明
か
す
。

「
一
般
企
業
な
ど
で
は
、
職
員
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
と
し
て
、
ク
ラ
ウ
ド
型
の
シ
ス
テ

ム
を
実
装
し
て
い
る
例
が
多
い
で
し
ょ
う
が
、
病

院
内
に
そ
の
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
よ
う
と

す
る
と
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
観
点
か
ら
ど
う
し
て

も
院
内
に
サ
ー
バ
を
置
い
て
対
応
し
が
ち
で
す
。

し
か
し
、『M

egaOak Cloud Gatew
ay

』
を
用

い
れ
ば
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
問
題
は
ク
リ
ア
で
き

る
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
研
究
な
ど
の
た
め
に
Ｕ
Ｓ

Ｂ
を
使
っ
て
診
療
情
報
を
外
部
に
持
ち
出
す
こ
と

は
未
だ
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
も
昨
今
の

事
情
を
鑑
み
る
に
危
険
で
す
。
こ
の
点
に
つ
い
て

も
『M

egaOak Cloud Gatew
ay

』
を
使
え
ば
、

利
便
性
を
維
持
し
つ
つ
デ
ー
タ
の
や
り
取
り
が
容

易
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
」

　
ま
た
、
２
０
２
８
年
に
更
新
予
定
の
次
期
病
院

情
報
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
岡
田
氏
は
語
る
。

「
国
の
政
策
を
見
極
め
つ
つ
、病
院
の
方
針
と
整
合

性
を
取
り
な
が
ら
構
築
を
進
め
て
い
き
た
い
で
す
」

ア
プ
リ
「FA

RO
m

e

（
フ
ァ
ロ
ミ
ー
）」
の
開
発

や
、
電
子
カ
ル
テ
情
報
を
患
者
と
共
有
す
る
Ｐ

Ｈ
Ｒ
サ
ー
ビ
ス
「
医
療
版
情
報
銀
行
」
に
も
取

り
組
ん
で
お
り
、「w

ellcne

」
と
の
連
携
に
よ

る
活
用
拡
大
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

メ
ッ
セ
ー
ジ
機
能
を
活
用
し
た
個
別
連
絡
や
ア

ン
ケ
ー
ト
配
信
に
も
成
果
が
見
ら
れ
て
お
り
、

従
来
よ
り
高
い
回
答
率
を
実
現
し
ま
し
た
。

　
人
間
科
学
部
と
医
療
情
報
部
が
合
同
で
行
っ

た
登
録
者
約
２
万
３
０
０
０
人
（
２
０
２
５
年

12
月
）
を
対
象
に
70
問
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
配
信

し
た
と
こ
ろ
、 

約
１
０
０
０
人
（
約
５
％
）
か

ら
１
週
間
で
回
答
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
の
で

す
。
従
来
は
多
大
な
人
手
と
コ
ス
ト
を
要
し
て

い
た
調
査
を
、
低
コ
ス
ト
か
つ
短
期
間
で
実
施

で
き
た
点
は
、
今
後
の
臨
床
研
究
へ
の
応
用
も

期
待
で
き
ま
す
。

―
―
「w

ellcne

」
の
今
後
の
活
用
に
つ
い
て
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　
新
機
能
と
し
て
、
予
約
変
更
リ
ク
エ
ス
ト
機

能
を
搭
載
し
ま
し
た
。
予
約
変
更
を
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
へ
の
入
力
だ
け
で
済
ま
せ
ら
れ
る
点
は
、

患
者
さ
ん
に
と
っ
て
も
気
楽
で
す
し
、
病
院
ス

タ
ッ
フ
も
煩
わ
し
い
作
業
か
ら
解
放
さ
れ
る
の

で
、
両
者
に
と
っ
て
歓
迎
さ
れ
る
機
能
に
な
る

で
し
ょ
う
。
ま
た
、
先
述
し
た
病
院
側
の
利
用

法
と
し
て
は
、
Ｎ
Ｅ
Ｃ
と
共
同
で
開
発
を
進
め

て
い
る
「
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
・
コ
ン
セ
ン
ト
」
に

よ
り
、
医
療
デ
ー
タ
利
用
に
関
す
る
同
意
管
理

の
効
率
化
に
も
取
り
組
む
予
定
で
す
。

　
患
者
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
基
盤
に
信
頼
関
係

を
構
築
し
、
臨
床
研
究
や
医
療
の
質
向
上
に
患

者
が
主
体
的
に
関
わ
る
環
境
づ
く
り
を
今
後
も

「w
ellcne

」
を
通
じ
て
推
進
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

患者支援アプリ「wellcne」主要機能

遠隔チェックイン

診察待ち順案内（呼び出している画面）

デジタルチェックイン

料金後払い（アプリ決済ボタン）

患者メッセージ送信

遠隔チェックイン画面：スマホ端末上から当日受診の仮受付を簡単に行うこと
ができ、診察を受けるために早めに来院することなく、受付番号を発行すること
ができる。

診察待ち時間案内画面：患者が受診する診療科で、診察順が近づい
たタイミングで呼び出しを受けることができる。順番が来た際にス
マホ画面上で呼び出しを受けることができ、順番待ちのストレスか
ら解放される。

メッセージ機能画面：電子カルテから当該患者に対して定型・フリー入力
に対応し、患者にさまざまなメッセージをSNS感覚で送信できる。

デジタルチェックイン画面：院内に設置されているデジタルサイネージからＱＲ
コードを読み取り、当日受付を完了することができる。

料金後払い（アプリ決済）画面：クレジットカードを登録することで、診察終
了後、すぐに決済を完了することができる。会計窓口を経ずとも、すぐに帰宅
することができる。
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大
阪
大
学
医
学
部
附
属
病
院 

医
療
情
報
部
は
、

教
員
６
名
、
研
究
員
３
名
に
加
え
、
医
事
課
の
事

務
職
員
14
名
、
専
門
的
な
技
術
職
員
３
名
、
秘
書

２
名
の
計
約
28
名
体
制
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
統

合
診
療
棟
の
オ
ー
プ
ン
と
医
療
情
報
部
の
現
況
を
、

医
療
情
報
部 

准
教
授
・
副
部
長
の
岡
田
佳
築
氏

は
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

「
統
合
診
療
棟
オ
ー
プ
ン
に
伴
い
、
医
療
情
報
部

も
同
棟
へ
移
転
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
企
画
運
営

を
行
う
教
員
・
研
究
員
と
、
現
場
で
の
対
応
を
行

う
事
務
職
員
は
別
フ
ロ
ア
で
し
た
が
、
新
棟
で
は

同
一
フ
ロ
ア
に
集
約
さ
れ
、
日
常
的
な
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
り
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
結
果
、
両
者
の
連
携
が
よ
り
ス
ム
ー
ズ
に
な
っ

た
点
は
大
き
な
成
果
で
す
」

　
統
合
診
療
棟
の
開
設
、
外
来
機
能
の
見
直
し
に

伴
い
、
必
要
な
端
末
の
増
設
や
運
用
改
善
が
実
施

さ
れ
て
い
る
。
特
に
大
き
な
取
り
組
み
と
し
て
、

患
者
支
援
ア
プ
リ
「w

ellcne

」
の
本
格
運
用
を

開
始
し
た
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
岡
田
氏
は
、「
当

院
で
は
２
年
後
に
病
院
情
報
シ
ス
テ
ム
の
更
新
を

予
定
し
て
い
る
た
め
、
今
回
は
、
外
来
運
用
の
改

善
に
重
点
を
置
き
ま
し
た
」
と
説
明
す
る
。

　
同
院
で
は
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
活
用
に
際
し
、

武
田
教
授
／
部
長
が
先
に
述
べ
て
い
る
と
お
り
、

２
０
２
３
年
、
外
部
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
利
用
の

増
加
に
伴
う
接
続
管
理
の
属
人
化
や
管
理
者
異

動
に
よ
る
リ
ス
ク
を
背
景
に
、
情
報
銀
行
の
実
証

で
得
た
知
見
も
踏
ま
え
、
Ｎ
Ｅ
Ｃ
の
ヘ
ル
ス
ケ
ア

ク
ラ
ウ
ド
基
盤
「M

egaOak Cloud Gatew
ay

」

を
導
入
し
た
。
こ
れ
は
外
部
サ
ー
ビ
ス
と
の
接
続

点
を
一
元
的
に
管
理
し
、
安
全
な
ク
ラ
ウ
ド
環
境

を
確
保
す
る
た
め
の
基
盤
で
あ
り
、
同
サ
ー
ビ
ス

を
岡
田
氏
は
高
く
評
価
す
る
。

「
各
診
療
科
か
ら
外
部
サ
ー
ビ
ス
利
用
の
要
望
が

増
え
る
中
で
、
接
続
点
の
管
理
は
重
要
な
課
題
で

し
た
。
過
去
の
経
緯
か
ら
把
握
さ
れ
て
い
な
い
接

続
経
路
が
存
在
す
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
、
そ
れ
ら
を

含
め
て
統
合
的
に
管
理
で
き
る
点
で
『M

egaOak 
Cloud Gatew

ay

』
は
非
常
に
有
用
で
し
た
」

「w
ellcne

」
は
、
大
阪
大
学
医
学
部
附
属
病
院
で

従
来
か
ら
取
り
組
ん
で
き
た
Ｐ
Ｈ
Ｒ
の
取
り
組
み

か
ら
延
長
し
て
で
き
た
シ
ス
テ
ム
で
あ
り
、

「M
egaOak Cloud Gatew

ay

」
と
の
接
続
性
は

十
分
担
保
さ
れ
て
い
る
。

　
な
お
、「M

egaOak Cloud Gatew
ay

」
を
用

い
た
サ
ー
ビ
ス
で
は
、
カ
ル
テ
入
力
等
の
生
成
Ａ

Ｉ
サ
ー
ビ
ス
活
用
が
あ
る
と
話
す
。

「
昨
今
、
生
成
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
文
書
作
成
支
援

が
普
及
し
始
め
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
ら
は
オ
ン
プ

レ
ミ
ス
型
が
多
く
、
そ
れ
ら
に
比
べ
、
ク
ラ
ウ
ド

で
生
成
Ａ
Ｉ
を
活
用
で
き
る
点
は
バ
ー
ジ
ョ
ン

ア
ッ
プ
へ
の
対
応
等
、
メ
リ
ッ
ト
も
大
き
い
で
す
」

　
患
者
支
援
ア
プ
リ
「w

ellcne

」は
、
２
０
２
４

年
３
月
に
導
入
さ
れ
、
統
合
診
療
棟
の
オ
ー
プ
ン

時
に
は
、「
診
察
待
順
案
内
機
能
」「
会
計
オ
ン
ラ

イ
ン
後
払
い
決
済
機
能
」「
医
療
デ
ー
タ
閲
覧
・

共
有
機
能
」
と
い
っ
た
主
要
機
能
を
強
化
し
て
本

格
運
用
が
開
始
さ
れ
た
。
現
在
の
登
録
者
数
は
約

２
万
６
０
０
０
人
に
達
し
、
外
来
患
者
に
お
け
る

利
用
率
は
今
年
３
月
の
調
査
で
約
37
％
と
高
い
水

準
に
あ
る
。
利
用
者
は
30
〜
70
代
の
女
性
患
者
を

中
心
に
、
男
性
や
高
齢
者
層
に
も
広
が
っ
て
お
り
、

幅
広
い
年
代
で
の
活
用
が
進
ん
で
い
る
。

　
普
及
の
背
景
に
つ
い
て
岡
田
氏
は
、「
来
院
か

ら
受
付
、
診
察
、
会
計
、
調
剤
薬
局
で
の
薬
の
受

け
取
り
ま
で
、
一
連
の
流
れ
を
１
つ
の
ア
プ
リ
で

支
援
で
き
る
点
が
大
き
い
」
と
分
析
す
る
。

　
診
察
の
呼
び
出
し
通
知
に
加
え
、
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
登
録
に
よ
る
後
払
い
決
済
、
処
方
箋
情
報

の
送
信
、
診
療
情
報
の
閲
覧
な
ど
、
多
機
能
性
が

患
者
の
利
便
性
を
高
め
て
い
る
。
ま
た
、「
会
計

を
待
た
ず
に
帰
宅
で
き
る
」
と
い
っ
た
分
か
り
や

す
い
メ
リ
ッ
ト
が
、
患
者
の
利
用
促
進
に
つ
な

が
っ
て
い
る
と
い
う
。
統
合
診
療
棟
の
設
計
自
体

が
待
ち
時
間
短
縮
を
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
て
お
り
、

病
院
と
し
て
積
極
的
に
周
知
・
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

を
行
っ
た
こ
と
も
普
及
率
向
上
に
寄
与
し
て
い
る
。

　
加
え
て
、「w

ellcne

」
に
搭
載
さ
れ
た
メ
ッ
セ
ー

ジ
機
能
は
、患
者
と
の
新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
手
段
と
し
て
有
効
に
機
能
し
て
い
る
。
採
血
結

果
の
反
映
遅
延
時
に
順
番
変
更
を
事
前
通
知
し
た

り
、「
予
定
よ
り
早
く
呼
べ
そ
う
な
の
で
近
く
で

待
っ
て
ほ
し
い
」
と
い
っ
た
運
用
に
即
し
た
メ
ッ

セ
ー
ジ
送
信
を
行
う
こ
と
で
、
診
察
の
効
率
化
と

患
者
の
安
心
感
向
上
の
両
立
が
図
ら
れ
て
い
る
。

「
実
際
に
私
の
外
来
で
は
、
患
者
の
約
半
数
が
ア

プ
リ
を
利
用
し
て
お
り
、
診
療
の
質
向
上
に
も
寄

与
し
て
い
ま
す
」
と
、
そ
の
効
果
に
満
足
す
る
。

　
岡
田
氏
は
、
今
後
の
活
用
に
つ
い
て
構
想
の
一

端
を
明
か
す
。

「
一
般
企
業
な
ど
で
は
、
職
員
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
と
し
て
、
ク
ラ
ウ
ド
型
の
シ
ス
テ

ム
を
実
装
し
て
い
る
例
が
多
い
で
し
ょ
う
が
、
病

院
内
に
そ
の
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
よ
う
と

す
る
と
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
観
点
か
ら
ど
う
し
て

も
院
内
に
サ
ー
バ
を
置
い
て
対
応
し
が
ち
で
す
。

し
か
し
、『M

egaOak Cloud Gatew
ay

』
を
用

い
れ
ば
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
問
題
は
ク
リ
ア
で
き

る
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
研
究
な
ど
の
た
め
に
Ｕ
Ｓ

Ｂ
を
使
っ
て
診
療
情
報
を
外
部
に
持
ち
出
す
こ
と

は
未
だ
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
も
昨
今
の

事
情
を
鑑
み
る
に
危
険
で
す
。
こ
の
点
に
つ
い
て

も
『M

egaOak Cloud Gatew
ay

』
を
使
え
ば
、

利
便
性
を
維
持
し
つ
つ
デ
ー
タ
の
や
り
取
り
が
容

易
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
」

　
ま
た
、
２
０
２
８
年
に
更
新
予
定
の
次
期
病
院

情
報
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
岡
田
氏
は
語
る
。

「
国
の
政
策
を
見
極
め
つ
つ
、病
院
の
方
針
と
整
合

性
を
取
り
な
が
ら
構
築
を
進
め
て
い
き
た
い
で
す
」

ア
プ
リ
「FA

RO
m

e

（
フ
ァ
ロ
ミ
ー
）」
の
開
発

や
、
電
子
カ
ル
テ
情
報
を
患
者
と
共
有
す
る
Ｐ

Ｈ
Ｒ
サ
ー
ビ
ス
「
医
療
版
情
報
銀
行
」
に
も
取

り
組
ん
で
お
り
、「w

ellcne

」
と
の
連
携
に
よ

る
活
用
拡
大
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

メ
ッ
セ
ー
ジ
機
能
を
活
用
し
た
個
別
連
絡
や
ア

ン
ケ
ー
ト
配
信
に
も
成
果
が
見
ら
れ
て
お
り
、

従
来
よ
り
高
い
回
答
率
を
実
現
し
ま
し
た
。

　
人
間
科
学
部
と
医
療
情
報
部
が
合
同
で
行
っ

た
登
録
者
約
２
万
３
０
０
０
人
（
２
０
２
５
年

12
月
）
を
対
象
に
70
問
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
配
信

し
た
と
こ
ろ
、 

約
１
０
０
０
人
（
約
５
％
）
か

ら
１
週
間
で
回
答
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
の
で

す
。
従
来
は
多
大
な
人
手
と
コ
ス
ト
を
要
し
て

い
た
調
査
を
、
低
コ
ス
ト
か
つ
短
期
間
で
実
施

で
き
た
点
は
、
今
後
の
臨
床
研
究
へ
の
応
用
も

期
待
で
き
ま
す
。

―
―
「w

ellcne

」
の
今
後
の
活
用
に
つ
い
て
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　
新
機
能
と
し
て
、
予
約
変
更
リ
ク
エ
ス
ト
機

能
を
搭
載
し
ま
し
た
。
予
約
変
更
を
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
へ
の
入
力
だ
け
で
済
ま
せ
ら
れ
る
点
は
、

患
者
さ
ん
に
と
っ
て
も
気
楽
で
す
し
、
病
院
ス

タ
ッ
フ
も
煩
わ
し
い
作
業
か
ら
解
放
さ
れ
る
の

で
、
両
者
に
と
っ
て
歓
迎
さ
れ
る
機
能
に
な
る

で
し
ょ
う
。
ま
た
、
先
述
し
た
病
院
側
の
利
用

法
と
し
て
は
、
Ｎ
Ｅ
Ｃ
と
共
同
で
開
発
を
進
め

て
い
る
「
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
・
コ
ン
セ
ン
ト
」
に

よ
り
、
医
療
デ
ー
タ
利
用
に
関
す
る
同
意
管
理

の
効
率
化
に
も
取
り
組
む
予
定
で
す
。

　
患
者
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
基
盤
に
信
頼
関
係

を
構
築
し
、
臨
床
研
究
や
医
療
の
質
向
上
に
患

者
が
主
体
的
に
関
わ
る
環
境
づ
く
り
を
今
後
も

「w
ellcne

」
を
通
じ
て
推
進
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

患者支援アプリ「wellcne」主要機能

遠隔チェックイン

診察待ち順案内（呼び出している画面）

デジタルチェックイン

料金後払い（アプリ決済ボタン）

患者メッセージ送信

遠隔チェックイン画面：スマホ端末上から当日受診の仮受付を簡単に行うこと
ができ、診察を受けるために早めに来院することなく、受付番号を発行すること
ができる。

診察待ち時間案内画面：患者が受診する診療科で、診察順が近づい
たタイミングで呼び出しを受けることができる。順番が来た際にス
マホ画面上で呼び出しを受けることができ、順番待ちのストレスか
ら解放される。

メッセージ機能画面：電子カルテから当該患者に対して定型・フリー入力
に対応し、患者にさまざまなメッセージをSNS感覚で送信できる。

デジタルチェックイン画面：院内に設置されているデジタルサイネージからＱＲ
コードを読み取り、当日受付を完了することができる。

料金後払い（アプリ決済）画面：クレジットカードを登録することで、診察終
了後、すぐに決済を完了することができる。会計窓口を経ずとも、すぐに帰宅
することができる。
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（    ）12新　医　療　2026年6月号

1993 年大阪大学医療技術短期大学
部卒。同年より大阪大学医学部附
属病院 看護部勤務。2014 年看護師
長。2025 年より同院アイセンター
勤務、現在に至る。

中川 里恵（なかがわ・りえ）氏

藤井 歩美（ふじい・あゆみ）氏

　
今
回
の
「w

ellcne

」
導
入
で
大
き
な
成
果
を

得
て
い
る
の
は
、
同
院
ア
イ
セ
ン
タ
ー
で
あ
ろ
う
。

看
護
部 

師
長
の
中
川
里
恵
氏
は
、
２
０
２
５
年

に
オ
ー
プ
ン
し
た
ア
イ
セ
ン
タ
ー
に
勤
務
す
る

看
護
師
で
あ
る
が
、
ま
ず
、
ア
イ
セ
ン
タ
ー
の

概
要
を
紹
介
す
る
。

「
ア
イ
セ
ン
タ
ー
は
、
統
合
診
療
棟
の
オ
ー
プ
ン
に

合
わ
せ
て
開
設
さ
れ
ま
し
た
。
当
セ
ン
タ
ー
は
、

外
来
、
手
術
だ
け
で
な
く
入
院
用
の
病
室
も
全
て

が
ワ
ン
フ
ロ
ア
で
完
結
し
て
い
ま
す
。
手
術
と
外

来
、
外
来
と
入
院
が
一
体
的
に
運
用
さ
れ
て
い
る

施
設
は
他
に
も
あ
り
ま
す
が
、外
来
・
手
術
・
入
院

全
て
を
一
体
で
管
理
す
る
ア
イ
セ
ン
タ
ー
は
、
大

学
病
院
と
し
て
は
当
院
が
国
内
初
と
な
り
ま
す
」

　
ア
イ
セ
ン
タ
ー
で
は
、
70
台
の
貸
し
出
し
用

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
端
末
を
常
備
し
、
外
来
患
者
へ

「
外
来
の
患
者
さ
ん
が
ア
イ
セ
ン
タ
ー
を
訪
れ
た

際
、
受
付
で
当
日
の
診
療
用
の
用
紙
を
発
行
す

る
の
で
、
そ
の
際
に
端
末
を
貸
し
出
し
て
患
者

Ｉ
Ｄ
と
紐
づ
け
を
行
い
ま
す
。
そ
し
て
、
患
者

さ
ん
が
呼
び
出
さ
れ
る
際
に
端
末
に
通
知
が
届

け
ら
れ
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。
当
初
は

診
療
の
呼
び
出
し
の
み
で
し
た
が
、
最
近
は
メ
ッ

セ
ー
ジ
機
能
を
活
用
し
て
、
各
種
検
査
の
際
も

呼
び
出
す
よ
う
に
も
な
っ
て
い
ま
す
」

　
70
台
用
意
し
た
貸
し
出
し
端
末
は
患
者
か
ら

も
好
評
だ
が
、
そ
の
た
め
に
貸
し
出
し
端
末
が

足
り
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
が
課
題
で
あ

る
と
中
川
氏
は
話
す
。

「
午
前
９
時
に
は
貸
し
出
し
端
末
が
無
く
な
っ
て

し
ま
う
こ
と
が
課
題
で
す
。一
方
で
、『w

ellcne

』

を
自
身
の
ス
マ
ホ
に
実
装
し
て
い
る
患
者
さ
ん

で
も
、
貸
し
出
し
端
末
の
画
面
の
方
が
見
易
い

の
で
、
貸
し
て
ほ
し
い
と
い
う
患
者
さ
ん
も
お

の
貸
し
出
し
を
行
う
な
ど
し
て
、「w

ellcne

」
の

普
及
促
進
に
一
役
買
っ
て
い
る
と
い
う
。
な
お
、

貸
し
出
し
用
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
は
院
内
専
用

W
i-Fi

で
運
用
し
て
お
り
、 

Ｓ
Ｉ
Ｍ
は
利
用
し
て

い
な
い
。
こ
れ
は
、
紛
失
時
の
不
正
利
用
防
止

や
情
報
漏
え
い
対
策
を
考
慮
し
た
も
の
で
あ
る
。

貸
し
出
し
端
末
を
ア
イ
セ
ン
タ
ー
に
常
備
す
る

よ
う
に
な
っ
た
経
緯
を
中
川
氏
は
語
る
。

「
眼
科
は
、
待
ち
時
間
が
長
い
と
さ
れ
て
い
た
従

来
の
施
設
で
も
特
に
長
い
と
さ
れ
て
き
て
い
ま

し
た
。
検
査
の
種
類
も
多
く
、
患
者
さ
ん
を
呼

ぶ
受
付
の
声
を
聞
き
逃
し
て
し
ま
う
と
、
い
つ

ま
で
も
待
た
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

待
合
室
の
ス
ペ
ー
ス
も
限
ら
れ
て
い
る
た
め
、
患

者
さ
ん
は
ト
イ
レ
で
そ
の
場
を
離
れ
る
こ
と
も

難
し
く
、
待
ち
時
間
に
対
す
る
ス
ト
レ
ス
や
身

体
的
負
荷
が
相
当
な
も
の
だ
っ
た
の
で
す
。

　
こ
の
状
況
を
改
善
す
る
べ
く
呼
び
出
し
シ
ス

テ
ム
の
導
入
は
で
き
な
い
か
、
と
疑
問
を
呈
し

た
こ
と
が
そ
も
そ
も
の
始
ま
り
で
し
た
。
そ
こ

で
、
番
号
表
示
用
の
案
内
板
と
『w

ellcne

』
の

導
入
が
進
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。
し

か
し
、
先
述
の
と
お
り
高
齢
の
患
者
さ
ん
が
多

い
こ
と
か
ら
ス
マ
ホ
の
使
用
率
も
低
い
だ
ろ
う

と
考
え
、
診
察
待
順
案
内
表
示
機
能
を
特
化
さ

せ
た
端
末
を
患
者
さ
ん
に
貸
し
出
す
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
外
来
で
の
患
者
数
と
充
電
器
や
端

末
の
置
き
場
所
、
予
算
的
な
制
約
を
考
え
、
70

台
と
し
ま
し
た
」

　
貸
し
出
し
端
末
の
具
体
的
運
用
に
つ
い
て
は
、

つ
ぎ
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

ら
れ
、
患
者
さ
ん
側
の
評
価
が
高
い
こ
と
は
、

そ
こ
か
ら
も
伝
わ
っ
て
き
ま
す
」

　
患
者
満
足
度
調
査
で
は
、
待
ち
時
間
自
体
は

大
幅
に
変
わ
ら
な
い
も
の
の
、 

眼
科
の
総
合
満
足

度
は
83
・
５
％
か
ら
85
・
３
％
へ
向
上
し
た
。
特

に
「
受
付
か
ら
診
察
ま
で
」
の
満
足
度
は
26
・

０
%
か
ら
38
・
４
%
へ
改
善
し
て
お
り
、
待
ち

時
間
の
“
感
じ
方
”
を
改
善
し
た
効
果
が
現
れ

て
い
る
。
こ
の
点
は
「w

ellcne

」
の
お
か
げ
で

は
な
い
か
と
話
す
中
川
氏
は
、
看
護
師
の
業
務

負
担
軽
減
に
も
言
及
す
る
。

「『w
ellcne

』
導
入
以
前
は
、
患
者
さ
ん
か
ら
の

待
ち
時
間
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
も
多
く
、
そ

の
都
度
、
手
を
止
め
て
対
応
し
て
い
ま
し
た
が
、

導
入
以
後
は
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
減
り
、
業
務

負
担
も
減
っ
た
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
」

　
貸
し
出
し
端
末
台
数
不
足
が
課
題
と
話
す
中

川
氏
だ
が
、「w

ellcne

」
の
普
及
率
向
上
で
、
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
層
の
理
解
か
ら
端
末
台
数
不
足
の

解
消
に
つ
な
げ
た
い
と
語
る
。

「
３
月
の
調
査
で
、
普
及
率
が
約
37
％
と
い
う
話

が
あ
り
ま
し
た
が
、
眼
科
に
限
っ
て
で
す
と

40
％
を
超
え
る
普
及
率
と
な
っ
て
お
り
、
今
後

も
普
及
率
向
上
に
期
待
し
た
い
で
す
ね
。

　
ま
た
、
貸
し
出
し
端
末
の
よ
う
に
、
患
者
呼

び
出
し
画
面
が
一
般
端
末
で
も
同
様
に
見
易
く

な
れ
ば
、
眼
科
内
で
の
さ
ら
な
る
普
及
率
向
上

に
寄
与
す
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」

「w
ellcne

」
普
及
促
進
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組

み
を
行
っ
て
い
る
と
も
話
す
。

「
後
払
い
機
能
の
有
用
性
を
強
調
す
る
た
め
、
自

動
支
払
機
の
領
収
書
の
裏
面
に
ア
プ
リ
の
宣
伝

文
を
記
載
す
る
な
ど
、
多
角
的
に
ア
プ
ロ
ー
チ

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
ア
プ
リ
の
登
録
で
は
運
転
免
許
証
な

ど
の
本
人
確
認
を
厳
格
に
行
っ
て
い
る
た
め
、
特

に
初
診
時
で
の
登
録
の
ハ
ー
ド
ル
が
高
か
っ
た
の

で
す
が
、
受
付
と
呼
び
出
し
機
能
、
後
払
い
機

能
は
診
察
券
だ
け
で
簡
易
登
録
で
き
る
よ
う
に

今
年
４
月
か
ら
改
善
し
ま
し
た
。
詳
細
な
登
録

は
後
で
ゆ
っ
く
り
行
っ
て
も
ら
う
よ
う
に
す
る
こ

と
で
、『w

ellcne

』
の
普
及
率
向
上
に
つ
な
げ
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
」

　
鋤
崎
氏
も
「w

ellcne

」
の
普
及
に
は
大
き
な

期
待
を
寄
せ
て
い
る
。

「
コ
ロ
ナ
禍
以
降
、
資
格
を
持
た
な
い
一
般
職
員

の
応
募
が
大
幅
に
減
っ
て
い
ま
す
。
労
働
力
が

確
保
す
る
の
が
難
し
い
時
代
、
ス
タ
ッ
フ
の
業
務

の
効
率
化
・
負
担
軽
減
が
重
要
で
す
。『w

ellcne

』

が
軌
道
に
乗
り
、
利
便
性
が
広
ま
っ
て
い
け
ば
、

受
付
等
に
関
す
る
業
務
の
人
員
削
減
な
ど
に
も

繋
げ
て
い
け
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」

大
阪
大
学
医
学
部
附
属
病
院

看
護
部

　師
長

中
川 

里
恵
氏
に
聞
く

■

大
阪
大
学
医
学
部
附
属
病
院
　
ア
イ
セ
ン
タ
ー

特
に
高
齢
の
患
者
が
多
い
眼
科
な
ら
で
は
の
運
用
体
制
と
し
て

貸
し
出
し
端
末
70
台
を
準
備
し
て
ア
プ
リ
普
及
促
進
に
貢
献

■

大
阪
大
学
医
学
部
附
属
病
院
　
医
事
課

患
者
支
援
ア
プ
リ
と
電
子
処
方
箋
対
応
の
た
め
に
外
来
体
制
を
刷
新

ア
プ
リ
活
用
で
医
事
課
ス
タ
ッフ
の
業
務
負
担
軽
減
を
実
現
す
る

眼科の「wellcne」貸し出し用端末。
目立つストラップを付けて貸し出し
用であることをアピール。患者待合
い画面が見やすいことから、来院患
者からの評判も良いという。

貸し出し端末

貸し出し端末画面：紙ベースの運用が残る眼科では、貸出端末への患者情報の
紐づけを容易に行えるなど、独自の体制で運用している。

ア
イ
セ
ン
タ
ー
専
用
に
70
台
を
準
備

診
察
待
順
案
内
機
能
の
表
示
を
強
化

患
者
支
援
ア
プ
リ
貸
し
出
し
端
末
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（    ）13 新　医　療　2026年6月号

1990 年より大阪大学に入職。2023
年より大阪大学医学部附属病院 医
事課勤務。2025 年より同課 課長、
現在に至る。

2005年より大阪大学医学部附属病院
に入職。2024 年より同院 医事課 課
長補佐、現在に至る。診療情報管理
士指導者、医療情報技師。

鋤崎 信男（すきざき・のぶお）氏

藤井 歩美（ふじい・あゆみ）氏

所在地：大阪府吹田市山田丘 2-15
病床数：1086 床
病院長：坂田 泰史

大阪大学医学部附属病院

　
今
回
の
「w

ellcne

」
導
入
で
大
き
な
成
果
を

得
て
い
る
の
は
、
同
院
ア
イ
セ
ン
タ
ー
で
あ
ろ

う
。
看
護
部 

師
長
の
中
川
里
恵
氏
は
、

２
０
２
５
年
に
オ
ー
プ
ン
し
た
ア
イ
セ
ン
タ
ー
に

勤
務
す
る
看
護
師
で
あ
る
が
、
ま
ず
、
ア
イ
セ

ン
タ
ー
の
概
要
を
紹
介
す
る
。

「
ア
イ
セ
ン
タ
ー
は
、
統
合
診
療
棟
の
オ
ー
プ
ン
に

合
わ
せ
て
開
設
さ
れ
ま
し
た
。
当
セ
ン
タ
ー
は
、

外
来
、
手
術
だ
け
で
な
く
入
院
用
の
病
室
も
全
て

が
ワ
ン
フ
ロ
ア
で
完
結
し
て
い
ま
す
。
手
術
と
外

来
、
外
来
と
入
院
が
一
体
的
に
運
用
さ
れ
て
い
る

施
設
は
他
に
も
あ
り
ま
す
が
、外
来
・
手
術
・
入
院

全
て
を
一
体
で
管
理
す
る
ア
イ
セ
ン
タ
ー
は
、
大

学
病
院
と
し
て
は
当
院
が
国
内
初
と
な
り
ま
す
」

　
ア
イ
セ
ン
タ
ー
で
は
、
70
台
の
貸
し
出
し
用

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
端
末
を
常
備
し
、
外
来
患
者
へ

　
医
事
課
は
現
在
、
常
勤
職
員
・
パ
ー
ト
職
員

を
含
め
約
60
名
、
さ
ら
に
委
託
業
者
を
含
め
る

と
１
０
０
名
以
上
が
勤
務
す
る
大
所
帯
で
あ
る
。

同
課
で
は
患
者
支
援
ア
プ
リ
「w

ellcne

」
の
導

入
に
よ
り
、
患
者
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
業
務
効

率
化
の
両
立
を
目
指
し
て
き
た
が
、
鋤
崎
信
男

課
長
は
導
入
当
時
を
振
り
返
る
。

「
武
田
先
生
の
意
向
を
受
け
て
導
入
が
決
ま
り
ま

し
た
が
、
医
事
課
で
は
、
会
計
待
ち
時
間
の
短

縮
や
患
者
呼
び
出
し
シ
ス
テ
ム
の
活
用
な
ど
に

寄
与
で
き
る
と
考
え
、
全
面
的
に
協
力
す
る
こ

と
に
し
ま
し
た
」

　
実
際
の
運
用
行
程
は
、
外
来
運
用
ワ
ー
キ
ン

グ
グ
ル
ー
プ
を
結
成
し
て
医
療
情
報
部
と
医
事

課
、
看
護
部
の
ス
タ
ッ
フ
も
参
加
し
て
策
定
し
た

と
い
う
。
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
医
事
課
と
医
療

情
報
部
を
兼
務
す
る
藤
井
歩
美
氏
が
説
明
す
る
。

「
今
回
、
統
合
診
療
棟
オ
ー
プ
ン
に
際
し
て
は
、

「
後
払
い
サ
ー
ビ
ス
を
活
用
さ
れ
て
い
る
方
の
会

計
業
務
は
急
い
で
行
う
必
要
が
な
い
た
め
、
そ
の

分
、
ピ
ー
ク
時
の
業
務
負
担
が
軽
減
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
機
能
は
、
未
読
・
既
読

が
表
示
さ
れ
る
の
で
、
伝
達
の
行
き
違
い
が
な

く
、
患
者
さ
ん
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー

ル
と
し
て
従
来
の
電
話
に
代
わ
る
有
効
な
ツ
ー

ル
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
今
年
２
月
か
ら
『w

ellcne

』
で
予

約
変
更
を
リ
ク
エ
ス
ト
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
を
開
始

し
ま
し
た
。
予
約
変
更
は
従
来
、
電
話
で
受
付

を
し
て
い
た
の
で
す
が
、
休
み
明
け
や
台
風
の
接

近
等
の
際
は
電
話
が
繋
が
り
に
く
く
な
り
、
患

者
さ
ん
に
不
便
を
か
け
る
と
と
も
に
、
ス
タ
ッ
フ

の
業
務
負
担
も
大
き
い
も
の
で
し
た
。
し
か
し
、

こ
の
サ
ー
ビ
ス
に
よ
っ
て
、
電
話
が
繋
が
ら
な
い

と
い
う
ク
レ
ー
ム
は
減
り
、
リ
ク
エ
ス
ト
に
対
し

て
は
、
ス
タ
ッ
フ
が
余
裕
を
も
っ
て
対
応
で
き
る

よ
う
に
な
り
、
負
担
軽
減
に
貢
献
し
て
い
ま
す
」

　
鋤
崎
氏
も
、「w

ellcne

」
に
よ
る
業
務
の
分
散

化
に
よ
る
成
果
を
高
く
評
価
し
て
い
る
。

「
業
務
量
自
体
は
大
き
く
変
わ
ら
な
い
も
の
の
、

特
定
の
時
間
帯
に
負
担
が
集
中
し
な
く
な
っ
た

こ
と
が
『w

ellcne

』
の
大
き
な
成
果
で
す
」

　
患
者
の
行
動
導
線
が
簡
素
化
さ
れ
た
こ
と
で
、

院
内
の
混
雑
緩
和
に
も
一
定
の
効
果
が
見
ら
れ

て
い
る
点
も
鋤
崎
氏
は
評
価
し
て
い
る
。
な
お
、

の
貸
し
出
し
を
行
う
な
ど
し
て
、「w

ellcne

」
の

普
及
促
進
に
一
役
買
っ
て
い
る
と
い
う
。
な
お
、

貸
し
出
し
用
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
は
院
内
専
用

W
i-Fi

で
運
用
し
て
お
り
、 

Ｓ
Ｉ
Ｍ
は
利
用
し
て

い
な
い
。
こ
れ
は
、
紛
失
時
の
不
正
利
用
防
止

や
情
報
漏
え
い
対
策
を
考
慮
し
た
も
の
で
あ
る
。

貸
し
出
し
端
末
を
ア
イ
セ
ン
タ
ー
に
常
備
す
る

よ
う
に
な
っ
た
経
緯
を
中
川
氏
は
語
る
。

「
眼
科
は
、
待
ち
時
間
が
長
い
と
さ
れ
て
い
た
従

来
の
施
設
で
も
特
に
長
い
と
さ
れ
て
き
て
い
ま

し
た
。
検
査
の
種
類
も
多
く
、
患
者
さ
ん
を
呼

ぶ
受
付
の
声
を
聞
き
逃
し
て
し
ま
う
と
、
い
つ

ま
で
も
待
た
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

待
合
室
の
ス
ペ
ー
ス
も
限
ら
れ
て
い
る
た
め
、
患

者
さ
ん
は
ト
イ
レ
で
そ
の
場
を
離
れ
る
こ
と
も

難
し
く
、
待
ち
時
間
に
対
す
る
ス
ト
レ
ス
や
身

体
的
負
荷
が
相
当
な
も
の
だ
っ
た
の
で
す
。

　
こ
の
状
況
を
改
善
す
る
べ
く
呼
び
出
し
シ
ス

テ
ム
の
導
入
は
で
き
な
い
か
、
と
疑
問
を
呈
し

た
こ
と
が
そ
も
そ
も
の
始
ま
り
で
し
た
。
そ
こ

で
、
番
号
表
示
用
の
案
内
板
と
『w

ellcne

』
の

導
入
が
進
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。
し

か
し
、
先
述
の
と
お
り
高
齢
の
患
者
さ
ん
が
多

い
こ
と
か
ら
ス
マ
ホ
の
使
用
率
も
低
い
だ
ろ
う

と
考
え
、
診
察
待
順
案
内
表
示
機
能
を
特
化
さ

せ
た
端
末
を
患
者
さ
ん
に
貸
し
出
す
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
外
来
で
の
患
者
数
と
充
電
器
や
端

末
の
置
き
場
所
、
予
算
的
な
制
約
を
考
え
、
70

台
と
し
ま
し
た
」

　
貸
し
出
し
端
末
の
具
体
的
運
用
に
つ
い
て
は
、

つ
ぎ
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

患
者
サ
ー
ビ
ス
の
一
環
と
し
て
、
窓
口
で
の
手
続

き
の
時
間
を
可
能
な
限
り
減
ら
す
こ
と
が
ポ
イ

ン
ト
で
し
た
。
そ
こ
で
従
来
、
受
付
で
配
布
し
て

い
た
『
外
来
基
本
カ
ー
ド
』
を
廃
止
し
、
コ
ス
ト

算
定
に
関
わ
る
各
種
入
力
は
医
療
ス
タ
ッ
フ
側

で
実
施
す
る
よ
う
に
変
更
し
ま
し
た
。

　
も
う
１
点
、
運
用
体
制
を
変
更
す
る
こ
と
に

な
っ
た
き
っ
か
け
が
電
子
処
方
箋
の
発
行
で
す
。

そ
れ
ま
で
、
保
険
証
の
確
認
は
会
計
時
に
行
っ

て
い
ま
し
た
が
、
保
険
証
の
内
容
が
変
更
に
な
る

場
合
は
対
処
が
難
し
い
こ
と
か
ら
、
保
険
証
確

認
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
診
察
前
に
行
う
よ
う
に
変

更
し
、
現
在
の
運
用
体
制
と
し
ま
し
た
」

「w
ellcne

」
導
入
に
よ
る
医
事
課
の
業
務
改
善
に

つ
い
て
、
藤
井
氏
は
説
明
す
る
。

ら
れ
、
患
者
さ
ん
側
の
評
価
が
高
い
こ
と
は
、

そ
こ
か
ら
も
伝
わ
っ
て
き
ま
す
」

　
患
者
満
足
度
調
査
で
は
、
待
ち
時
間
自
体
は

大
幅
に
変
わ
ら
な
い
も
の
の
、 

眼
科
の
総
合
満
足

度
は
83
・
５
％
か
ら
85
・
３
％
へ
向
上
し
た
。
特

に
「
受
付
か
ら
診
察
ま
で
」
の
満
足
度
は
26
・

０
%
か
ら
38
・
４
%
へ
改
善
し
て
お
り
、
待
ち

時
間
の
“
感
じ
方
”
を
改
善
し
た
効
果
が
現
れ

て
い
る
。
こ
の
点
は
「w

ellcne

」
の
お
か
げ
で

は
な
い
か
と
話
す
中
川
氏
は
、
看
護
師
の
業
務

負
担
軽
減
に
も
言
及
す
る
。

「『w
ellcne

』
導
入
以
前
は
、
患
者
さ
ん
か
ら
の

待
ち
時
間
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
も
多
く
、
そ

の
都
度
、
手
を
止
め
て
対
応
し
て
い
ま
し
た
が
、

導
入
以
後
は
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
減
り
、
業
務

負
担
も
減
っ
た
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
」

　
貸
し
出
し
端
末
台
数
不
足
が
課
題
と
話
す
中

川
氏
だ
が
、「w

ellcne

」
の
普
及
率
向
上
で
、
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
層
の
理
解
か
ら
端
末
台
数
不
足
の

解
消
に
つ
な
げ
た
い
と
語
る
。

「
３
月
の
調
査
で
、
普
及
率
が
約
37
％
と
い
う
話

が
あ
り
ま
し
た
が
、
眼
科
に
限
っ
て
で
す
と

40
％
を
超
え
る
普
及
率
と
な
っ
て
お
り
、
今
後

も
普
及
率
向
上
に
期
待
し
た
い
で
す
ね
。

　
ま
た
、
貸
し
出
し
端
末
の
よ
う
に
、
患
者
呼

び
出
し
画
面
が
一
般
端
末
で
も
同
様
に
見
易
く

な
れ
ば
、
眼
科
内
で
の
さ
ら
な
る
普
及
率
向
上

に
寄
与
す
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」

「w
ellcne

」
普
及
促
進
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組

み
を
行
っ
て
い
る
と
も
話
す
。

「
後
払
い
機
能
の
有
用
性
を
強
調
す
る
た
め
、
自

動
支
払
機
の
領
収
書
の
裏
面
に
ア
プ
リ
の
宣
伝

文
を
記
載
す
る
な
ど
、
多
角
的
に
ア
プ
ロ
ー
チ

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
ア
プ
リ
の
登
録
で
は
運
転
免
許
証
な

ど
の
本
人
確
認
を
厳
格
に
行
っ
て
い
る
た
め
、
特

に
初
診
時
で
の
登
録
の
ハ
ー
ド
ル
が
高
か
っ
た
の

で
す
が
、
受
付
と
呼
び
出
し
機
能
、
後
払
い
機

能
は
診
察
券
だ
け
で
簡
易
登
録
で
き
る
よ
う
に

今
年
４
月
か
ら
改
善
し
ま
し
た
。
詳
細
な
登
録

は
後
で
ゆ
っ
く
り
行
っ
て
も
ら
う
よ
う
に
す
る
こ

と
で
、『w

ellcne

』
の
普
及
率
向
上
に
つ
な
げ
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
」

　
鋤
崎
氏
も
「w

ellcne

」
の
普
及
に
は
大
き
な

期
待
を
寄
せ
て
い
る
。

「
コ
ロ
ナ
禍
以
降
、
資
格
を
持
た
な
い
一
般
職
員

の
応
募
が
大
幅
に
減
っ
て
い
ま
す
。
労
働
力
が

確
保
す
る
の
が
難
し
い
時
代
、
ス
タ
ッ
フ
の
業
務

の
効
率
化
・
負
担
軽
減
が
重
要
で
す
。『w

ellcne

』

が
軌
道
に
乗
り
、
利
便
性
が
広
ま
っ
て
い
け
ば
、

受
付
等
に
関
す
る
業
務
の
人
員
削
減
な
ど
に
も

繋
げ
て
い
け
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」

大
阪
大
学
医
学
部
附
属
病
院

医
事
課 

課
長 

鋤
崎 

信
男
氏

同
課 

課
長
補
佐

藤
井 

歩
美
氏
に
聞
く

■

大
阪
大
学
医
学
部
附
属
病
院
　
医
事
課

患
者
支
援
ア
プ
リ
と
電
子
処
方
箋
対
応
の
た
め
に
外
来
体
制
を
刷
新

ア
プ
リ
活
用
で
医
事
課
ス
タ
ッフ
の
業
務
負
担
軽
減
を
実
現
す
る

予約変更リクエスト

予約変更リクエスト機能画面：患者側からアプリを操作して、予約変更を
リクエスト。病院側は受けたリクエストを電子カルテで処理し、変更結果
を本人に通知する。
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ダ

ク
ツ

9J
　

2026_CS06_2.indd   132026_CS06_2.indd   13 2026/05/14   1:562026/05/14   1:56



（    ）13 新　医　療　2026年6月号

1990 年より大阪大学に入職。2023
年より大阪大学医学部附属病院 医
事課勤務。2025 年より同課 課長、
現在に至る。

2005年より大阪大学医学部附属病院
に入職。2024 年より同院 医事課 課
長補佐、現在に至る。診療情報管理
士指導者、医療情報技師。

鋤崎 信男（すきざき・のぶお）氏

藤井 歩美（ふじい・あゆみ）氏

所在地：大阪府吹田市山田丘 2-15
病床数：1086 床
病院長：坂田 泰史

大阪大学医学部附属病院

　
今
回
の
「w

ellcne

」
導
入
で
大
き
な
成
果
を

得
て
い
る
の
は
、
同
院
ア
イ
セ
ン
タ
ー
で
あ
ろ

う
。
看
護
部 

師
長
の
中
川
里
恵
氏
は
、

２
０
２
５
年
に
オ
ー
プ
ン
し
た
ア
イ
セ
ン
タ
ー
に

勤
務
す
る
看
護
師
で
あ
る
が
、
ま
ず
、
ア
イ
セ

ン
タ
ー
の
概
要
を
紹
介
す
る
。

「
ア
イ
セ
ン
タ
ー
は
、
統
合
診
療
棟
の
オ
ー
プ
ン
に

合
わ
せ
て
開
設
さ
れ
ま
し
た
。
当
セ
ン
タ
ー
は
、

外
来
、
手
術
だ
け
で
な
く
入
院
用
の
病
室
も
全
て

が
ワ
ン
フ
ロ
ア
で
完
結
し
て
い
ま
す
。
手
術
と
外

来
、
外
来
と
入
院
が
一
体
的
に
運
用
さ
れ
て
い
る

施
設
は
他
に
も
あ
り
ま
す
が
、外
来
・
手
術
・
入
院

全
て
を
一
体
で
管
理
す
る
ア
イ
セ
ン
タ
ー
は
、
大

学
病
院
と
し
て
は
当
院
が
国
内
初
と
な
り
ま
す
」

　
ア
イ
セ
ン
タ
ー
で
は
、
70
台
の
貸
し
出
し
用

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
端
末
を
常
備
し
、
外
来
患
者
へ

　
医
事
課
は
現
在
、
常
勤
職
員
・
パ
ー
ト
職
員

を
含
め
約
60
名
、
さ
ら
に
委
託
業
者
を
含
め
る

と
１
０
０
名
以
上
が
勤
務
す
る
大
所
帯
で
あ
る
。

同
課
で
は
患
者
支
援
ア
プ
リ
「w

ellcne

」
の
導

入
に
よ
り
、
患
者
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
業
務
効

率
化
の
両
立
を
目
指
し
て
き
た
が
、
鋤
崎
信
男

課
長
は
導
入
当
時
を
振
り
返
る
。

「
武
田
先
生
の
意
向
を
受
け
て
導
入
が
決
ま
り
ま

し
た
が
、
医
事
課
で
は
、
会
計
待
ち
時
間
の
短

縮
や
患
者
呼
び
出
し
シ
ス
テ
ム
の
活
用
な
ど
に

寄
与
で
き
る
と
考
え
、
全
面
的
に
協
力
す
る
こ

と
に
し
ま
し
た
」

　
実
際
の
運
用
行
程
は
、
外
来
運
用
ワ
ー
キ
ン

グ
グ
ル
ー
プ
を
結
成
し
て
医
療
情
報
部
と
医
事

課
、
看
護
部
の
ス
タ
ッ
フ
も
参
加
し
て
策
定
し
た

と
い
う
。
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
医
事
課
と
医
療

情
報
部
を
兼
務
す
る
藤
井
歩
美
氏
が
説
明
す
る
。

「
今
回
、
統
合
診
療
棟
オ
ー
プ
ン
に
際
し
て
は
、

「
後
払
い
サ
ー
ビ
ス
を
活
用
さ
れ
て
い
る
方
の
会

計
業
務
は
急
い
で
行
う
必
要
が
な
い
た
め
、
そ
の

分
、
ピ
ー
ク
時
の
業
務
負
担
が
軽
減
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
機
能
は
、
未
読
・
既
読

が
表
示
さ
れ
る
の
で
、
伝
達
の
行
き
違
い
が
な

く
、
患
者
さ
ん
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー

ル
と
し
て
従
来
の
電
話
に
代
わ
る
有
効
な
ツ
ー

ル
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
今
年
２
月
か
ら
『w

ellcne

』
で
予

約
変
更
を
リ
ク
エ
ス
ト
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
を
開
始

し
ま
し
た
。
予
約
変
更
は
従
来
、
電
話
で
受
付

を
し
て
い
た
の
で
す
が
、
休
み
明
け
や
台
風
の
接

近
等
の
際
は
電
話
が
繋
が
り
に
く
く
な
り
、
患

者
さ
ん
に
不
便
を
か
け
る
と
と
も
に
、
ス
タ
ッ
フ

の
業
務
負
担
も
大
き
い
も
の
で
し
た
。
し
か
し
、

こ
の
サ
ー
ビ
ス
に
よ
っ
て
、
電
話
が
繋
が
ら
な
い

と
い
う
ク
レ
ー
ム
は
減
り
、
リ
ク
エ
ス
ト
に
対
し

て
は
、
ス
タ
ッ
フ
が
余
裕
を
も
っ
て
対
応
で
き
る

よ
う
に
な
り
、
負
担
軽
減
に
貢
献
し
て
い
ま
す
」

　
鋤
崎
氏
も
、「w

ellcne

」
に
よ
る
業
務
の
分
散

化
に
よ
る
成
果
を
高
く
評
価
し
て
い
る
。

「
業
務
量
自
体
は
大
き
く
変
わ
ら
な
い
も
の
の
、

特
定
の
時
間
帯
に
負
担
が
集
中
し
な
く
な
っ
た

こ
と
が
『w

ellcne

』
の
大
き
な
成
果
で
す
」

　
患
者
の
行
動
導
線
が
簡
素
化
さ
れ
た
こ
と
で
、

院
内
の
混
雑
緩
和
に
も
一
定
の
効
果
が
見
ら
れ

て
い
る
点
も
鋤
崎
氏
は
評
価
し
て
い
る
。
な
お
、

の
貸
し
出
し
を
行
う
な
ど
し
て
、「w

ellcne

」
の

普
及
促
進
に
一
役
買
っ
て
い
る
と
い
う
。
な
お
、

貸
し
出
し
用
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
は
院
内
専
用

W
i-Fi

で
運
用
し
て
お
り
、 

Ｓ
Ｉ
Ｍ
は
利
用
し
て

い
な
い
。
こ
れ
は
、
紛
失
時
の
不
正
利
用
防
止

や
情
報
漏
え
い
対
策
を
考
慮
し
た
も
の
で
あ
る
。

貸
し
出
し
端
末
を
ア
イ
セ
ン
タ
ー
に
常
備
す
る

よ
う
に
な
っ
た
経
緯
を
中
川
氏
は
語
る
。

「
眼
科
は
、
待
ち
時
間
が
長
い
と
さ
れ
て
い
た
従

来
の
施
設
で
も
特
に
長
い
と
さ
れ
て
き
て
い
ま

し
た
。
検
査
の
種
類
も
多
く
、
患
者
さ
ん
を
呼

ぶ
受
付
の
声
を
聞
き
逃
し
て
し
ま
う
と
、
い
つ

ま
で
も
待
た
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

待
合
室
の
ス
ペ
ー
ス
も
限
ら
れ
て
い
る
た
め
、
患

者
さ
ん
は
ト
イ
レ
で
そ
の
場
を
離
れ
る
こ
と
も

難
し
く
、
待
ち
時
間
に
対
す
る
ス
ト
レ
ス
や
身

体
的
負
荷
が
相
当
な
も
の
だ
っ
た
の
で
す
。

　
こ
の
状
況
を
改
善
す
る
べ
く
呼
び
出
し
シ
ス

テ
ム
の
導
入
は
で
き
な
い
か
、
と
疑
問
を
呈
し

た
こ
と
が
そ
も
そ
も
の
始
ま
り
で
し
た
。
そ
こ

で
、
番
号
表
示
用
の
案
内
板
と
『w

ellcne

』
の

導
入
が
進
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。
し

か
し
、
先
述
の
と
お
り
高
齢
の
患
者
さ
ん
が
多

い
こ
と
か
ら
ス
マ
ホ
の
使
用
率
も
低
い
だ
ろ
う

と
考
え
、
診
察
待
順
案
内
表
示
機
能
を
特
化
さ

せ
た
端
末
を
患
者
さ
ん
に
貸
し
出
す
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
外
来
で
の
患
者
数
と
充
電
器
や
端

末
の
置
き
場
所
、
予
算
的
な
制
約
を
考
え
、
70

台
と
し
ま
し
た
」

　
貸
し
出
し
端
末
の
具
体
的
運
用
に
つ
い
て
は
、

つ
ぎ
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

患
者
サ
ー
ビ
ス
の
一
環
と
し
て
、
窓
口
で
の
手
続

き
の
時
間
を
可
能
な
限
り
減
ら
す
こ
と
が
ポ
イ

ン
ト
で
し
た
。
そ
こ
で
従
来
、
受
付
で
配
布
し
て

い
た
『
外
来
基
本
カ
ー
ド
』
を
廃
止
し
、
コ
ス
ト

算
定
に
関
わ
る
各
種
入
力
は
医
療
ス
タ
ッ
フ
側

で
実
施
す
る
よ
う
に
変
更
し
ま
し
た
。

　
も
う
１
点
、
運
用
体
制
を
変
更
す
る
こ
と
に

な
っ
た
き
っ
か
け
が
電
子
処
方
箋
の
発
行
で
す
。

そ
れ
ま
で
、
保
険
証
の
確
認
は
会
計
時
に
行
っ

て
い
ま
し
た
が
、
保
険
証
の
内
容
が
変
更
に
な
る

場
合
は
対
処
が
難
し
い
こ
と
か
ら
、
保
険
証
確

認
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
診
察
前
に
行
う
よ
う
に
変

更
し
、
現
在
の
運
用
体
制
と
し
ま
し
た
」

「w
ellcne

」
導
入
に
よ
る
医
事
課
の
業
務
改
善
に

つ
い
て
、
藤
井
氏
は
説
明
す
る
。

ら
れ
、
患
者
さ
ん
側
の
評
価
が
高
い
こ
と
は
、

そ
こ
か
ら
も
伝
わ
っ
て
き
ま
す
」

　
患
者
満
足
度
調
査
で
は
、
待
ち
時
間
自
体
は

大
幅
に
変
わ
ら
な
い
も
の
の
、 

眼
科
の
総
合
満
足

度
は
83
・
５
％
か
ら
85
・
３
％
へ
向
上
し
た
。
特

に
「
受
付
か
ら
診
察
ま
で
」
の
満
足
度
は
26
・

０
%
か
ら
38
・
４
%
へ
改
善
し
て
お
り
、
待
ち

時
間
の
“
感
じ
方
”
を
改
善
し
た
効
果
が
現
れ

て
い
る
。
こ
の
点
は
「w

ellcne

」
の
お
か
げ
で

は
な
い
か
と
話
す
中
川
氏
は
、
看
護
師
の
業
務

負
担
軽
減
に
も
言
及
す
る
。

「『w
ellcne

』
導
入
以
前
は
、
患
者
さ
ん
か
ら
の

待
ち
時
間
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
も
多
く
、
そ

の
都
度
、
手
を
止
め
て
対
応
し
て
い
ま
し
た
が
、

導
入
以
後
は
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
減
り
、
業
務

負
担
も
減
っ
た
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
」

　
貸
し
出
し
端
末
台
数
不
足
が
課
題
と
話
す
中

川
氏
だ
が
、「w

ellcne

」
の
普
及
率
向
上
で
、
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
層
の
理
解
か
ら
端
末
台
数
不
足
の

解
消
に
つ
な
げ
た
い
と
語
る
。

「
３
月
の
調
査
で
、
普
及
率
が
約
37
％
と
い
う
話

が
あ
り
ま
し
た
が
、
眼
科
に
限
っ
て
で
す
と

40
％
を
超
え
る
普
及
率
と
な
っ
て
お
り
、
今
後

も
普
及
率
向
上
に
期
待
し
た
い
で
す
ね
。

　
ま
た
、
貸
し
出
し
端
末
の
よ
う
に
、
患
者
呼

び
出
し
画
面
が
一
般
端
末
で
も
同
様
に
見
易
く

な
れ
ば
、
眼
科
内
で
の
さ
ら
な
る
普
及
率
向
上

に
寄
与
す
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」

「w
ellcne

」
普
及
促
進
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組

み
を
行
っ
て
い
る
と
も
話
す
。

「
後
払
い
機
能
の
有
用
性
を
強
調
す
る
た
め
、
自

動
支
払
機
の
領
収
書
の
裏
面
に
ア
プ
リ
の
宣
伝

文
を
記
載
す
る
な
ど
、
多
角
的
に
ア
プ
ロ
ー
チ

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
ア
プ
リ
の
登
録
で
は
運
転
免
許
証
な

ど
の
本
人
確
認
を
厳
格
に
行
っ
て
い
る
た
め
、
特

に
初
診
時
で
の
登
録
の
ハ
ー
ド
ル
が
高
か
っ
た
の

で
す
が
、
受
付
と
呼
び
出
し
機
能
、
後
払
い
機

能
は
診
察
券
だ
け
で
簡
易
登
録
で
き
る
よ
う
に

今
年
４
月
か
ら
改
善
し
ま
し
た
。
詳
細
な
登
録

は
後
で
ゆ
っ
く
り
行
っ
て
も
ら
う
よ
う
に
す
る
こ

と
で
、『w

ellcne

』
の
普
及
率
向
上
に
つ
な
げ
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
」

　
鋤
崎
氏
も
「w

ellcne

」
の
普
及
に
は
大
き
な

期
待
を
寄
せ
て
い
る
。

「
コ
ロ
ナ
禍
以
降
、
資
格
を
持
た
な
い
一
般
職
員

の
応
募
が
大
幅
に
減
っ
て
い
ま
す
。
労
働
力
が

確
保
す
る
の
が
難
し
い
時
代
、
ス
タ
ッ
フ
の
業
務

の
効
率
化
・
負
担
軽
減
が
重
要
で
す
。『w

ellcne

』

が
軌
道
に
乗
り
、
利
便
性
が
広
ま
っ
て
い
け
ば
、

受
付
等
に
関
す
る
業
務
の
人
員
削
減
な
ど
に
も

繋
げ
て
い
け
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」

大
阪
大
学
医
学
部
附
属
病
院

医
事
課 

課
長 

鋤
崎 

信
男
氏

同
課 

課
長
補
佐

藤
井 

歩
美
氏
に
聞
く

■

大
阪
大
学
医
学
部
附
属
病
院
　
医
事
課

患
者
支
援
ア
プ
リ
と
電
子
処
方
箋
対
応
の
た
め
に
外
来
体
制
を
刷
新

ア
プ
リ
活
用
で
医
事
課
ス
タ
ッフ
の
業
務
負
担
軽
減
を
実
現
す
る

予約変更リクエスト

予約変更リクエスト機能画面：患者側からアプリを操作して、予約変更を
リクエスト。病院側は受けたリクエストを電子カルテで処理し、変更結果
を本人に通知する。
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